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自然劇場

　7月 29 日から 8月 1 日まで、ＦＣ東京
主催の「Ｕｰ 12 サッカーフェスティバル」
が木島平ジュニアサッカー場で開催されま
した。7月 31 日の親子サッカー教室では、
親子で楽しむ様子がみられました。

親子サッカー教室
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投票区と投票所の
再編計画の決定について

　村選挙管理委員会では、　投票所運営従事者（投票管理者、投票

立会人、投票事務従事者）の負担軽減や、投票所の環境向上のため、

投票区の再編計画を決定しましたのでお知らせします。   　　　　　　　

【選挙管理委員会　内線１０６】

　人口減少、高齢化により単独投票
区の投票立会人の確保が困難になっ
ています。

　期日前投票の普及により、当日投票所で
投票する方が減少し、過去４回の選挙では
総投票者数に対する期日前投票者が大半の
投票区で 50％を超え、70％以上の投票区
もあります。

　夏季選挙において、冷房設備の無
い投票所で、最大 13 時間拘束され
る従事者にとって健康管理上の課題
があります。

現状と課題

投票者数における期日前・当日投票者の割合

◉期日前投票者の増加 ◉従事者への身体的負担

◉困難な人材確保
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　今回の再編により、投票所が遠くなる有権者の投票しやすい環境を整えるため、統合される投票所に対し
て「移動期日前投票所」を導入します。

１ 中村区民会館
２ 稲荷生活改善センター
３ 内山転作促進研修センター
４ 北鴨生活改善センター
５ 平沢農業構造改善センター
６ 中島区民会館
７ 観光交流センター
８ 糠千公民館

　旧投票所となる８か所に、期日前投票
期間中、１回ずつ開設します。場所や時
間帯などの詳細については、実際の選挙
前に改めてご案内します。

▲移動期日前投票所が設置される
　旧投票所

▲移動期日前投票所のイメージ
※旧投票所の立地条件や天候などで

レイアウトが異なる場合があります。

投票区および投票所

再編後 これまで

第１投票区 役場周辺

第１投票区 中村区民会館

第２投票区 稲荷生活改善センター

第３投票区 内山転作促進研修センター

第４投票区 北鴨生活改善センター

第５投票区 保健センター

第２投票区 木島平小学校

第６投票区 木島平小学校

第７投票区 平沢農業構造改善センター

第８投票区 中島区民会館

第３投票区 農村交流館

第９投票区 農村交流館

第 10 投票区 観光交流センター

第 11 投票区 糠千公民館

再編後の投票区および投票所

NEW!!　移動期日前投票所の導入

　車を投票所として活用するものです。車内に投票箱や記載
台を設置して施設などを巡回し、車内で投票することができ
る方法で、有権者の投票機会を増やすことができます。

◉移動期日前投票所とは ◉移動期日前投票所の開設場所

　令和６年８月以降の選挙から、現状の 11 投票区から３投票区に再編し、通常の期日前投票所は、役場の
みとします。



令和７年度から

村税の納め方が変わります
村では、固定資産税、住民税、国民健康保険税の 3 つの税をあわせて納付する『集合税方式』

を採用してきました。しかし、国による行政手続きの電子化の推進に対応するため、令和７年度
から全国標準の『単税方式※』へ統一となります。これにより、村税の納め方が変わりますので
お知らせします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【税務係　内線１１２】

例：年税額が「固定資産税 81,300 円」「住民税 31,800 円」「国民健康保険税 125,100 円」の場合

納付回数・納付月・期別の納付額が変わります

Point

01

税　目 年税額 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

固定資産税 81,300 9,300 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

住民税 31,800 3,900 3,100 3,100 3,100 3,100 3,100 3,100 3,100 3,100 3,100

国民健康
保険税 125,100 17,100 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000

集合徴収
（合計） 238,200 １期

30,300
２期

23,100
３期

23,100
４期

23,100
５期

23,100
６期

23,100
７期

23,100
８期

23,100
９期

23,100
10 期

23,100

▼令和６年度まで （単位：円）

変わります

※『単税方式』とは、税目（固定資産税、住民税、国民保険税）ごとにそれぞれ納付する方式です。

新たな税負担を
お願いするものでは
ありません。

税　目 年税額 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

固定資産税 81,300 １期
21,300

２期
20,000

３期
20,000

４期
20,000

住民税 31,800 １期
8,100

２期
7,900

３期
7,900

４期
7,900

国民健康
保険税 125,100 1 期

21,100
２期

13,000
３期

13,000
４期

13,000
５期

13,000
６期

13,000
７期

13,000
８期

13,000
９期

13,000

合計 238,200 21,300 28,100 21,100 20,900 13,000 20,900 13,000 33,000 20,900 33,000 13,000

▼令和７年度から （単位：円）※以下のような徴収スケジュールを予定しています。

（
軽
自
動
車
税
）

（
軽
自
動
車
税
）
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▷「固定資産税」と「住民税」は、納付回数がそれぞれ 4 回になります。
▷「国民健康保険税」は納付回数が 9 回になります。（全国標準）
▷「固定資産税」の第 1 期の納付月が４月になり、これまでより２か月早くなります。
▷「国民健康保険税」の第 1 期の納付月が 7 月になり、これまでより 1 か月遅くなります。



納税通知書と納付書が変わります

 令和６年度までは 1 枚の納税通知書に固定資産税、住民税、国民健康保険税の内容を記載し、納付
書とあわせて送付していましたが、令和７年度からは税目ごとに納税通知書と納付書を送付します。

▷ 納税通知書と納付書の様式が変わります。
▷ 税目ごとに納税通知書と納付書の送付時期が異なります。
▷ 納付書払いの場合は、税目ごとに年間分の納付書を一括で送付します。
▷ 口座振替の場合は、税目ごとに納税通知書のみを送付します。
▷ 給与や年金から特別徴収 ( 天引き ) されている方の変更はありません。

Point

税　目 　　　　　　　　　　　　送付するもの　　　　※納付書払いの場合 送付時期

集合税
　固定資産税

　住民税

　国民健康保険税

6 月中旬納税通知書
納付書１枚

（全期前納分）
納付書１枚
（１期分）

＋ ＋

税金の納付には口座振替が便利です

口座振替での納税は、納め忘れがなく、納期のたびに金融機関や役場に出向く必要がありません。
ぜひ、この機会に安全で便利な口座振替をご利用ください。また、単税方式への変更により、それ
ぞれの税目ごとに振替口座を指定できるようになります。（受付は 9 月以降の予定です。）
◉口座振替の手続きができる場所　・役場窓口　　　・ながの農業協同組合　・八十二銀行　
　　　　　　　　　　　　　　　　・長野信用金庫　・長野県信用組合　　　・ゆうちょ銀行
◉手続きに必要なもの　・通帳など口座がわかるもの　・金融機関届出印

02

変わります

▼令和６年度まで

税　目 　　　　　　　　　　　　送付するもの　　　　※納付書払いの場合 送付時期

固定資産税 ４月中旬

住民税 ６月中旬

国民健康保険税 ７月中旬

納税通知書
納付書１枚

（全期前納分）＋ ＋

納税通知書
納付書１枚

（全期前納分）＋ ＋

納税通知書
納付書１枚

（全期前納分）＋ ＋

納付書４枚
（期別納付分）

納付書４枚
（期別納付分）

納付書９枚
（期別納付分）

▼令和７年度から

02

おすすめ

※第２期以降は、毎月１０日に送付

2024.8
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人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　

令
和
６
年
７
月
１
日
付
け
で
、
山
﨑
堯
た
か
し

さ
ん
に
代
わ
り
、
髙
森
広こ
う
じ治
さ
ん
が
新
た

に
人
権
擁
護
委
員
※
と
し
て
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
３
年
間
で
、
令
和
９
年
６

月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
の
任
命

　

を
受
け
、
相
談
活
動
や
啓
発
活
動
、
ま

　

た
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
活

　

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
人
権
推
進
室

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

人  権  擁  護  委  員

髙森広
こ う じ

治さん
（中  村）

髙山あい子さん
（庚）

山本 秀
ひ で き

樹さん
（中  町）

  

く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

◉
弁
護
士
に
無
料
相
談
で
き
ま
す

　

失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家
庭
問
題

な
ど
に
つ
い
て
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
保
健
師
に
よ
る
無

料
の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

◉
日
に
ち　

９
月
５
・
12
・
19
・
26
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

◉
時
間
（
予
約
制
）

○
１
回
目　

午
後
２
時
～
３
時

○
２
回
目　

午
後
３
時
～
４
時

◉
場
所　

　

長
野
県
飯
山
庁
舎

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
飯
山
市
大
字
静
間
１
３
４
０
―

１
）

◉
予
約
方
法

　

相
談
希
望
日
の
前
週
金
曜
日
の
正
午
ま

　

で
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
予
約
先

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所　

　

健
康
づ
く
り
支
援
課　

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
６
１
０
４

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

 

９
月
10
日
か
ら
16
日
は

　
　
　
　
　

自
殺
予
防
週
間
で
す

自
殺
の
多
く
は
周
り
の
人
の
気
づ
き

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
見
普
通
に

見
え
て
も
誰
に
も
相
談
で
き
ず
悩
ん
で
い

る
人
が
近
く
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
、
あ
な
た
が
悩
み
を
抱
え
て
い

た
ら
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
大
切

な
人
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
た
ら
、
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、
じ
っ
く
り
と

話
を
聴
い
て
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
は
、「
ま
た
話
を

聴
か
せ
て
」
と
温
か
く
見
守
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
取
組
み
、
い
の
ち
を
支
え
、

自
殺
の
な
い
地
域
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◉
健
康
相
談
・
介
護
相
談

〇
日
時　

毎
月
第
３
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

※
８
月
は
第
４
、３
月
は
第
１
木
曜
日

〇
場
所　

村
保
健
セ
ン
タ
ー

◉
心
配
ご
と
相
談

〇
日
時　

毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

〇
場
所　

村
保
健
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ
リ
室

※
右
記
の
相
談
日
以
外
で
も
、
随
時
役
場

に
て
保
健
師
が
相
談
に
乗
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

   

付
加
年
金
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

◉
付
加
年
金
と
は

　

国
民
年
金
に
加
え
て
付
加
保
険
料
を
上

乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
受
け
取
る
年

金
額
を
増
や
せ
る
制
度
で
す
。
２
年
以
上

受
け
取
る
と
、
納
め
た
額
以
上
の
付
加
年

金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

◉
付
加
保
険
料
（
納
付
額
）

　

毎
月
４
０
０
円

◉
受
取
時
の
付
加
年
金
額
（
年
額
）

　

２
０
０
円
×
付
加
年
金
保
険
料
納
付
月
数

【
例
】
10
年
間
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

（
納
付
総
額
）

４
０
０
円
×
10
年
×
12
月
＝
４
万
８
千
円

（
受
取
時
に
上
乗
せ
さ
れ
る
年
金
額（
年
額
））

２
０
０
円
×
１
２
０
月
＝
２
万
４
千
円

◉
申
請
手
続
き

　

役
場
窓
口
で
手
続
き
が
行
え
ま
す
。
後

日
、
年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
付
加

年
金
保
険
料
の
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

付
加
年
金
制
度
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

▲
日
本
年
金
機
構

　

公
式
サ
イ
ト



2024.8

7

   

令
和
６
年
産
水
稲
の
被
害
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
開
始

◉
対
象

　

水
稲
共
済
に
加
入
し
て
い
て
、
自
然
災

害
、
病
虫
害
、
獣
害
な
ど
に
よ
り
減
収
が

見
込
ま
れ
る
農
家
の
方

◉
申
告
方
法

　

各
戸
配
布
の
損
害
通
知
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
長
野
県
農
業
共
済
組
合

北
信
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
申
告
締
切　

９
月
２
日
（
月
）

◉
問
合
せ

　

長
野
県
農
業
共
済
組
合
北
信
支
所

　

電
話
０
２
６
（
２
１
９
）
２
８
９
２

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

  
飯
水
岳
北
勤
労
者
共
済
会
に

 　
　
　
　
　

   

加
入
し
ま
せ
ん
か

　

飯
水
岳
北
勤
労
者
共
済
会
で
は
、
飯
山

市
・
木
島
平
村
・
野
沢
温
泉
村
・
栄
村
の

中
小
企
業
・
商
店
・
個
人
事
業
所
な
ど
で

働
く
人
を
対
象
に
、
個
々
の
事
業
所
で
は

難
し
い
福
利
厚
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◉
事
業
内
容

①
保
険
（
共
済
）
給
付
事
業

　

結
婚
祝
金
、出
生
祝
金
、子
の
入
学
祝
金
、

死
亡
保
険
金
、
傷
病
休
業
保
険
金
な
ど

②
厚
生
事
業

　

飯
水
岳
北
管
内
指
定
施
設
割
引
券
の
配

布
、
長
野
県
市
町
村
勤
労
者
互
助
会
・
共
済

会
で
協
定
し
て
い
る
宿
泊
施
設
や
観
光
施

設
な
ど
の
割
引
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

◉
会
費　

入
会
金
１
０
０
円
／
人　

　
　
　
　

月
額
３
０
０
円
／
人

◉
申
込
み
・
問
合
せ

　

飯
水
岳
北
勤
労
者
共
済
会
事
務
局

　
（
飯
山
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

　

電
話
０
２
６
９
（
６
７
）
０
７
３
１

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

   

冬  

に
備
え
た
補
助
金
を
紹
介
し
ま
す

  

薪
ス
ト
ー
ブ
お
よ
び

  

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
補
助
金

　

間
伐
材
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
長
野

県
産
の
木
材
な
ど
の
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
村
で
は
薪
ス
ト
ー
ブ
お
よ
び
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

【
薪
ス
ト
ー
ブ
】

◉
補
助
の
条
件

○
木
島
平
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

○
過
去
に
同
一
世
帯
に
お
い
て
薪
ス
ト
ー

　

ブ
購
入
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
こ
と

　

が
な
い
こ
と　

ほ
か

◉
補
助
金
額

　

購
入
価
格
の
１
／
２
以
内

　
（
１
台
に
つ
き
上
限
10
万
円
）

【
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
】

◉
補
助
の
条
件

○
木
島
平
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

○
県
内
に
事
業
所
ま
た
は
代
理
店
を
有
す

　

る
者
か
ら
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

○
長
野
県
産
材
の
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
を
使
用

　

す
る
こ
と　

ほ
か

◉
補
助
金
額

　

購
入
価
格
の
10
／
10
以
内

　
（
１
台
に
つ
き
上
限
10
万
円
）

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

 

克こ
く
せ
つ雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
補
助
金

　

雪
下
ろ
し
に
よ
る
労
力
お
よ
び
経
済
的

負
担
の
軽
減
と
危
険
防
止
を
図
る
た
め
、

住
宅
を
克
雪
化
す
る
工
事
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
補
助
額

を
増
額
し
ま
し
た
。

◉
融
雪
型　

　

住
宅
屋
根
に
融
雪
パ
イ
プ
等
融
雪
効
果

の
あ
る
施
設
を
設
置
す
る
。

○
補
助
率　

対
象
工
事
費
の
１
／
５

○
補
助
上
限
額　

75
万
円

◉
自
然
落
雪
型

　

住
宅
屋
根
の
雪
が
自
然
に
落
ち
る
屋
根

に
改
修
す
る
。

○
補
助
率　

対
象
工
事
費
の
１
／
５

○
補
助
上
限
額　

60
万
円

◉
雪
下
ろ
し
型

　

屋
根
に
命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー
ま
た
は
親

綱
を
設
置
す
る
。（
物
置
含
む
）

○
補
助
率　

対
象
工
事
費
の
１
／
２

○
補
助
上
限
額　

８
万
円

※
融
雪
型
お
よ
び
自
然
落
雪
型
で
は
、
高

　

齢
者
世
帯
な
ど
の
場
合
に
補
助
率
・
限

　

度
額
が
か
さ
上
げ
と
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
農
村
整
備
係　

内
線
１
５
２
】

  

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
で

　
　

お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

長
野
県
労
働
委
員
会
で
は
、
専
門
の
労

働
相
談
員
が
公
正
中
立
な
立
場
で
、
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談

内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◉
問
合
せ

　

北
信
労
政
事
務
所

　

電
話
０
２
６
（
２
３
４
）
９
５
３
２

　

長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
４
６
８

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

▲
事
務
局

　

公
式
サ
イ
ト



第
７
次
総
合
振
興
計
画
の

　
策
定
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

村
で
は
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
始
ま
る
木
島
平
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
の
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
か
ら
「
第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
委

員
会
」
に
よ
る
計
画
策
定
を
進
め
、
６
月
に
第
７
次
総
合
振
興
計
画
の
原
案
が

ま
と
ま
り
、
村
長
へ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
計
画
原
案
を
審
議
す
る
た
め
に
、
村
議
会
や
農
業
委
員
会
、
教
育
委

員
会
や
商
工
会
な
ど
村
内
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
15
人
の
委
員
に
よ
る
「
振
興

計
画
審
議
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
審
議
会
で
は
、
会
長
お
よ
び
職
務
代
理
の

選
出
と
村
長
か
ら
諮
問
が
行
わ
れ
た
後
、
計
画
原
案
に
つ
い
て
意
見
聴
取
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
審
議
会
で
は
今
後
、
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
、
８
月
中
に
村
長

へ
答
申
を
行
う
予
定
で
す
。

◉
第
７
次
総
合
振
興
計
画
（
素
案
）
に
対
す
る
ご
意
見
の
結
果
に
つ
い
て

　

４
月
30
日
～
５
月
31
日
お
よ
び
６
月
14
日
～
21
日
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
の
結
果
、
２
人
の
方
か
ら
５
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
意
見
の
内
容
と
ご
意
見
に
対
す
る
考
え
方
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。▲会長の角田道夫さん

▲村長から審議会へ諮問

▲審議会の様子

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
３
】

8

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
任
さ
れ
ま
し
た

佐
藤　

友と
も
や
す保

（
西
小
路
）

佐
藤　

好よ
し
や
す恭
（
大
町
）

竹
内　

芳よ
し
じ
ろ
う

次
郎
（
内
山
）

渡
邉　

孝
た
か
し

（
中
村
）

秋
元　

夏な
つ
き姫

（
中
村
）

梅
嵜　

行ゆ
き
ひ
ろ弘
（
南
鴨
）

森　
　

勝か
つ
の
り紀
（
中
町
）

丸
山　

一か
ず
お夫
（
中
村
）

髙
山　

恵え

み

こ
美
子
（
柳
久
保
）

石
川　

和か
ず
や也

（
西
町
）

片
所　

恵け
い
ぞ
う蔵

（
北
鴨
）

山
﨑　

由よ
し
つ
ぐ嗣

（
稲
荷
）

青
木　

敏と
し
お夫

（
原
大
沢
）

池
田　

俊と
し
あ
き章
（
市
之
割
）

畔
上　

真し
ん
い
ち一

（
部
谷
沢
）

湯
本　

直な
お
き木

（
大
町
）

勝
山　

正
た
だ
し
（
糠
千
）

石
川　

富と
み
お雄
（
西
町
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
（

以
下
、
推
進
委
員
）

の
改
選
が
行
わ
れ
、
農
業
委
員
10
人
と
推

進
委
員
８
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
に
農
業
委
員
会
臨
時
総
会
が

開
か
れ
、
会
長
に
石
川
委
員
、
会
長
職
務

代
理
に
髙
山
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◉
農
業
委
員
と
は

　

農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
、
農
地
転
用

申
請
な
ど
の
審
議
や
農
業
委
員
会
の
活
動

方
針
の
決
定
を
主
に
行
い
ま
す
。

◉
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
は

　

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進

に
関
す
る
現
場
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

任
期
は
、
農
業
委
員
、
推
進
委
員
と

も
に
、
令
和
６
年
７
月
20
日
か
ら
令
和

９ 

年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
３
】

【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
】
※
敬
称
略

【
農
業
委
員
】
※
議
席
順
、
敬
称
略

会長

石川 和
か ず や

也さん
（西町）

会長職務代理

髙山 恵
え み こ

美子さん
（柳久保）



より良い医療を受けることができる

　初めての医療機関でも特定健診や薬剤・
診療情報が医師や薬剤師と共有でき、より
適切な医療が受けられます。

手続きなしで
　　　高額な窓口負担が不要に

　限度額適用認定証がなくても、本人が同
意すれば高額医療制度に基づき限度額を超
える医療費の立替えが不要となります。

――――　マイナンバーカードの健康保険証利用のメリット　――――

登録方法①医療機関や薬局窓口のカードリーダー

令和６年 12 月２日から現行の保険証は発行されなくなります

医療機関の受診はマイナ保険証で
※マイナ保険証とは…マイナンバーカードに保険証利用の登録をしたもの

登録方法②マイナポータル 登録方法③セブン銀行ＡＴＭ

パソコンやスマートフォンでマイナポータ
ルにアクセスして登録できます。

マイナポータル特設サイトはこちら▶

セブン銀行ＡＴＭ画面上の「各種お手続き」
から登録できます。

セブン銀行公式サイトはこちら▶

　マイナンバーカードを健康保険証として利用するには、利用登録が必要です。
以下のいずれかの方法で登録し、ぜひ一度マイナ保険証を利用してみましょう。

完  

了

マイナンバーカードをまだお持ちでない方は、生活環境係へお問合せください。

保険証利用登録がされたマイナンバーカードをお持ちでない方には、保険証の代わりとなる
「資格確認書」を村から交付する予定です。

【生活環境係　内線１２３】
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任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
（

以
下
、
推
進
委
員
）

の
改
選
が
行
わ
れ
、
農
業
委
員
10
人
と
推

進
委
員
８
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
に
農
業
委
員
会
臨
時
総
会
が

開
か
れ
、
会
長
に
石
川
委
員
、
会
長
職
務

代
理
に
髙
山
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◉
農
業
委
員
と
は

　

農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
、
農
地
転
用

申
請
な
ど
の
審
議
や
農
業
委
員
会
の
活
動

方
針
の
決
定
を
主
に
行
い
ま
す
。

◉
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
は

　

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進

に
関
す
る
現
場
活
動
を
行
い
ま
す
。



空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
が

　
　

   

移
住
・
定
住
の
促
進
に

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用
が
始
ま
っ
た

平
成
25
年
当
時
か
ら
、
年
間
の
物
件
登

録
数
と
成
約
数
の
数
を
み
る
と
、
物
件

の
登
録
件
数
が
増
え
た
年
は
、
成
約
す

る
件
数
も
比
例
し
て
増
え
て
い
ま
す
。

  　

ま
た
、
降
雪
量
が
多
か
っ
た
年
の
翌

年
は
、
家
の
管
理
の
大
変
さ
か
ら
空
き

家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
が
増
え
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
物
件
の
数
が
増
え
る
と
物
件
の

問
合
せ
が
増
え
、
結
果
と
し
て
移
住
促

進
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

 

移
住
者
を
呼
ぶ
カ
ギ
は

　
　
　
　
　

住
ま
い
の
確
保

　

村
で
は
、
空
き
家
の
所
有
者
を
対
象

に
、
管
理
状
況
に
関
す
る
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
回
答
を
も
と
に
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
お
す
す
め
し
、

結
果
と
し
て
成
約
に
い
た
っ
た
物
件
も

多
く
あ
り
ま
す
。
中
に
は
、
登
録
か
ら

１
か
月
で
成
約
に
い
た
っ
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
、状
態
が
良
い
ほ
ど
早
く
決
ま
り
、

高
い
金
額
で
売
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

移
住
し
た
方
の
多
く
は
「
何
か
を
始

め
た
い
」
と
い
う
意
欲
が
高
く
、
最
近

で
は
村
内
で
の
起
業
や
就
農
も
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
補
修
箇
所
の
あ
る
空

き
家
を
購
入
し
て
、
自
ら
改
修
を
す
る

方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
と
不
動

産
の
プ
ロ
に
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

「
登
録
し
て
も
売
れ
な
い
」
と
決
め
つ

け
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
一
度
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【 

移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】

▲空き家バンク登録件数および成約件数

「
木
島
平
に
住
み
た
い
。

　

 

で
も
住
む
家
が
な
い
…
。」

　

村
に
移
住
し
た
い
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
方
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
毎
月
、

移
住
相
談
や
田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
に

関
す
る
問
合
せ
は
10
件
前
後
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
空
き
家
の
案
内
や
移
住
支

援
を
し
た
方
が
、
最
終
的
に
村
外
に
定

住
し
た
り
、
村
営
住
宅
を
借
り
て
い
る

方
が
定
住
す
る
た
め
の
家
や
土
地
が
見

つ
か
ら
ず
転
出
し
た
り
す
る
状
況
も
あ

り
ま
す
。
村
へ
の
移
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
を

希
望
す
る
方
が
、
住
む
家
が
な
い
た
め

に
村
へ
の
移
住
・
定
住
を
諦
め
る
と

い
っ
た
こ
と
を
無
く
す
た
め
に
も
、
ぜ

ひ
使
っ
て
い
な
い
家
を
、
空
き
家
バ
ン

ク
へ
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

　

特
に
、
子
育
て
世
帯
で
、
子
ど
も
の

入
学
や
進
学
な
ど
で
移
住
へ
の
期
限
が

決
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
す
ぐ
に
住
め
る

家
へ
の
需
要
は
多
く
あ
り
ま
す
。

空き家バンク
ウェブサイト
をチェック

移住希望者のための

空き家を探しています

10
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９月２１日（土）～２２日（日）

【参加費】１８，０００円
【交   通】貸切観光バス（中型バス）
【定   員】16 名（最小催行人数 9 人）

　　　　※応募者多数の場合は抽選　　　　
【締   切】9 月６日（金）
【申込み・問合せ】　政策情報係（内線 115）

【１日目】　役場（7:30 発）＝軽井沢ブルワリー見学（9:00 ～ 10:30）＝深大寺［昼食・散策］（13:30 着）

＝ホテル［チェックイン］＝花火会場（17:30 着）＝花火大会観覧・夕食（18:15 ～ 19:15）＝ホテル

【２日目】　ホテル（9:00 発）＝めんたいパーク群馬・昼食（11:30 ～ 12:20）

＝こんにゃくパーク（12:40 ～ 13:30）＝役場（17:00 着）

◉ 2日目の昼食代は含まれません。後日、村から宿泊費 3,000 円の補助が出ます。

※荒天の場合、花火大会は中止になりますが、ツアーは実施します。

※道路交通状況などにより行程や時間が変更となる場合があります。

「調布市花火大会」観覧ツアー参加者募集

行  程

　

交
流
推
進
員
の
水
澤
祐
介
で
す
。

　

７
月
末
は
、
調
布
市
内
で
２
つ
の
お

祭
り
が
開
催
さ
れ
、
新
鮮
屋
も
そ
れ
ぞ

れ
に
出
店
し
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
、
23
日
に
、
調
布
市
深
大

寺
に
て
「
深
大
寺
盆
踊
り
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
真
ん
中
に
あ
る

大
き
な
や
ぐ
ら
の
周
り
に
は
屋
台
が
多

く
あ
り
、
そ
の
中
で
木
島
平
村
の
ブ
ー

ス
も
出
店
し
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
や
き

ゅ
う
り
の
一
本
漬
け
、
日
本
酒
な
ど
を

販
売
し
ま
し
た
。
調
布
音
頭
な
ど
の
曲

に
合
わ
せ
て
、
や
ぐ
ら
を
中
心
に
輪
に

な
っ
て
踊
る
人
、
見
て
楽
し
む
人
、
屋

台
を
楽
し
む
人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し

み
方
で
盆
踊
り
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
７
月
26
日
、
27
日
に
は
、
木

島
平
村
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
新
鮮
屋

の
あ
る
調
布
銀
座
で
「
納
涼
夕
市
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
商
店
街
の
各
店
舗
も

出
店
し
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
や
大
道

芸
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
サ
ン
バ
カ

ー
ニ
バ
ル
な
ど
の
様
々
な
催
し
物
も
行

わ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
多
く
の
方

が
訪
れ
、
木
島
平
村
お
よ
び
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
新
鮮
屋
の
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

145
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▲深大寺盆踊り大会の様子

▲納涼夕市の様子
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プ
ラ
ご
み
の
分
別

　

正
し
く
理
解
し
て
い
ま
す
か

 

ご
み
の
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

商
品
を
入
れ
る
「
容
器
」
や
商
品
を
包
む
「
包
装
」
で
あ
り
、
中
身
の
商
品
を
取

り
出
し
た
後
、
不
要
と
な
る
も
の
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク　
　

が
目
印
で
す
。

　

商
品
そ
の
も
の
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
あ
っ
て
も
、リ
サ
イ
ク
ル
対
象
外
の
た
め
、

燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た

は
ご
自
宅
に
あ
る「
ご
み
辞
典
」や「
ご
み
分
別
さ
く
い
ん
表
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
」（
プ
ラ
ご
み
）
と
は

中
身
を
使
い
切
り
、
軽
く
水
洗
い
し

て
プ
ラ
ご
み
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
の
ボ
ト
ル
・
詰

め
替
え
袋
は
？

な
る
べ
く
シ
ー
ル
を
剥
が
し
て
プ
ラ

ご
み
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

家
庭
で
使
用
さ
れ
た
ラ
ッ
プ
は
も
え

る
ご
み
と
な
り
ま
す
。

値
段
シ
ー
ル
が
付
い
た
ラ
ッ
プ
は
？

固
形
物
は
取
り
除
き
、
洗
っ
て
も
わ

ず
か
に
ぬ
め
り
が
残
る
程
度
な
ら
プ

ラ
ご
み
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
汚
れ

の
落
ち
な
い
も
の
は
も
え
る
ご
み
に

な
り
ま
す
。

油
や
残
り
か
す
な
ど
で
汚
れ
て
い
る

も
の
は
？

　

 

マ
ー
ク
が
あ
る
次
の
も
の

・
食
品
の
袋

・
カ
ッ
プ
麺
容
器

・
洗
剤
、
シ
ャ
ン
プ
ー
容
器

・
弁
当
容
器

・
レ
ジ
袋
な
ど

・
歯
ブ
ラ
シ

・
ハ
ン
ガ
ー

・
タ
ッ
パ
ー

・
ス
プ
ー
ン

・
ス
ト
ロ
ー

・
梱
包
用
の
ヒ
モ

・
保
存
用
袋
（
ジ
ッ
パ
ー
パ
ッ
ク
）

・
お
も
ち
ゃ
な
ど

プ
ラ
ご
み
で
出
せ
る
も
の

プ
ラ
ご
み
で
出
せ
な
い
も
の

分
別
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

 

ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
救
う
た
め
、

 

皆
さ
ん
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

　

長
野
県
の
「
県
鳥
」
で
、
国
の
特
別
天

然
記
念
物
で
も
あ
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
保
護

活
動
へ
の
寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
、
地
球
温
暖
化
や
捕
食

者
の
影
響
に
よ
り
絶
滅
の
お
そ
れ
が
高
ま

っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
な
保

護
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
山

岳
環
境
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ

を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
募
集
期
間　

８
月
31
日
（
土
）
ま
で

◉
寄
付
金
の
使
い
道

・
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息
状
況
を
十
分
把
握　

　

で
き
て
い
な
か
っ
た
エ
リ
ア
で
の
調
査

・
捕
食
者
の
追
い
払
い
な
ど
、
ラ
イ
チ
ョ

　

ウ
を
守
る
た
め
の
実
践
的
対
策

◉
そ
の
他

　

寄
付
の
方
法
、
保
護
活
動
の
詳
細
な
ど

は
、
長
野
県
直
営
ふ
る
さ
と
納
税
受
付
サ

イ
ト
「
ガ
チ
な
が
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

長
野
県　

環
境
部　

自
然
保
護
課

　

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
１
７
８

特設サイト▲

▲ガチなが
　サイト

  「
信
州
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
賞
２
０
２
４
」

　
　
　
　
　
　
　

を
実
施
し
ま
す

　

健
康
づ
く
り
県
民
運
動
「
信
州
Ａ
Ｃ

Ｅ
（
エ
ー
ス
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

と
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
運
動
習
慣
の
定

着
を
図
れ
る
「
信
州
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
賞

２
０
２
４
」
を
実
施
し
ま
す
。
事
業
所
同

士
で
歩
数
を
競
い
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◉
エ
ン
ト
リ
ー
期
間

　

８
月
26
日
（
月
）
ま
で

◉
実
施
期
間

　

９
月
１
日
（
日
）
か
ら　

　
　
　
　
　
　
　

11
月
30
日
（
土
）
ま
で

◉
そ
の
他

　

エ
ン
ト
リ
ー
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
左

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
専
用
サ
イ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

長
野
県　

健
康
福
祉
部　

健
康
増
進
課

　

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
１
１
２

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】
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SNS 上で著名人を名乗る

　　　　　　　投資話の勧誘に注意
【相談事例】
　スマホに有名経済評論家主催の投資相談の SNS 広告が表
示され、100 万円が 1 億円になったとの体験談に惹かれア
プリに登録した。投資話が届き、有名な評論家なら信用でき
ると思いお金を振り込むと、その後も次々と勧められ総額
1500 万円を振り込んだ。しかし、手数料や税金約 2200 万
円を支払わないと出金できないと言われた。

【アドバイス】
・ 消費者を信用させるために、著名人本人に無断で名前や写
　真を使用した投資勧誘が横行しています。著名人の公式サ
　イトなどで注意喚起が出ていないか、確認しましょう。
・ 投資資金の振込先に個人名義の口座を指定された場合は詐　
　欺です。絶対に振り込まないでください。相手と連絡が取
　れなくなるなど、被害回復は困難です。
・困ったときは、消費生活センターなどにご相談ください（消
　費者ホットライン 188)。　　【生活環境係　内線１２１】

　植物性の材料とオーガニックコットン
を使用した、くり返し使えて地球環境と
お財布にやさしいビーガンラップを作り
ませんか。

◉日　時　９月１８日（水）
　　　　　午前１０時～正午
◉場　所　農村交流館ラウンジ
◉参加費　２，０００円
◉講　師　ゆきさん
　　　　　（野沢温泉村在住）
◉申込み　生活環境係へ８月３０日（金）
　　　　　までにお電話ください。

【生活環境係　内線１２１】

ビーガンラップ講習
消費者の会主催による

人間ドックの検診料助成をご利用ください
国民健康保険・後期高齢者医療保険の被保険者の皆さん

【生活環境係　内線１２１】

　国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入している方へ、人間ドック受診費用の一部を助成しています。
人間ドックを受診することで、生活習慣病をはじめとする体の異常の早期発見につながることがあります。
‟いつもよりちょっと”自分の体のことを知るために、一度受診してみませんか。

【助成金額】

◇人間ドック１泊２日
　　　　２５，０００円
◇人間ドック日帰り
　　　　２０，０００円
◇脳ドック
　　　　１５，０００円

▶
予
約
か
ら
助
成
ま
で
の
流
れ
▶

希望する医療機関へ人間ドックの予約

人間ドックを受診

発行された受診助成券を
医療機関へ提出して受診

医療機関の窓口で
費用を全額支払う

医療機関の窓口で
助成金額を差し引いた

費用を支払う

役場で助成金の申請

役場で受診助成券の申請

・領収書など支払が確認できるもの

・通帳など振込口座が分かるもの

・人間ドック結果書類

※脳ドックは、国民健康
　保険の被保険者のみ
※脳ドックは、各種人間　
　ドックと重複申請可

その他の医療機関の場合北信総合病院・飯山赤十字病院
・みゆき会クリニックの場合

持
ち
物
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地域のできごとに密着！
皆さんのまわりにある情報をお寄せください

【政策情報係 内線１１４】

サシバのヒナを発見
絶滅危惧種の猛

もうきん

禽類

　毎年、春になると村にサシバが何羽も飛来します。内
山や北鴨、千石地区などで、複数のサシバが巣を作っ
て子育てをしています。絶滅危惧種のサシバにとって、
村は子育て環境がベストということでしょうか。

ファームス夏祭り開催
暑い夏は水遊び

　７月13日、道の駅ファームス木島平では第１弾となる
ファームス夏祭りが開催されました。駐車場では、スー
パーボールすくいやヨーヨー釣り、くじびきが行われ、
ミストを浴びたり水遊びをしたりと涼みながら楽しむ子
どもたちの声が響きわたりました。

　７月１３日の夜、内山区の大
だいにちにょらいどう

日如来堂で、村の無形文
化財に指定されている柱松子が行われました。「お天

てんのう

王
さま」と呼ばれるみこし（別名「荒みこし」）が火の回り
を駆けまわりました。みこし奉納後は２本の柱松への点
火を競い、今年は「天下泰平」となりました。

「KIJIMA 米
こめこめえーる

米 Ale」発売へ
クラフトビールお披露目式

　７月11日、木島平産コシヒカリを副原料にしたクラフ
トビール「KIJIMA 米米 Ale」のお披露目式が村内で行
われました。開発を企画したのは株式会社ラポーザで
す。７月23日より数量限定販売され、８月10日の村夏
まつりでは生ビールが販売されます。

内山柱松子
伝統の火祭り

小池さん　　　　荒井代表

子どものサシバ

米農家　　　 　株式会社ラポーザ
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むら人応援激励金交付
全国規模の大会に出場する選手を応援

　７月17日、文部科学大臣杯　第 66 回小学生・中学
生全国空手道選手権大会（個人戦男子　形の部）に出
場する山本絆

き し ん

心選手（中学 2 年）に激励金が交付され
ました。大会は 8 月３日、４日に静岡県で行われ、ベスト
32 入りを果たしました。

地域活性化起業人が派遣
村の観光に民間の活力を

　７月29日、総務省「地域活性化起業人制度」による
業務協定を締結しました。派遣された職員は株式会社
センキョ（東京都）社員の高倉大

だいしん

真さんです。民間企
業において培われた知識や経験、人脈やノウハウを活
用し、村の観光振興にご協力いただきます。

大塚山夏祭り
村民有志による地域の祭り

　７月27日、大塚山夏祭りが６年ぶりに中学校のグラン
ドで行われました。焼き鳥やかき氷、お菓子釣りなど様々
なお店があり、多くの人でにぎわいました。特に、ビン
ゴと花火で盛り上がりをみせました。

　７月28日、南鴨区の大塚山で、村の無形文化財に指
定されている柱松子が行われました。火付け合図の「お
かめ」、松

ま つ み こ

神子を導く「天狗」など、子どもたちは一人
ひとり役割を担い神事を盛り上げました。２本の柱松へ
の点火を競い、今年は「五穀豊穣」となりました。

南鴨柱松子
子どもの祭り

高倉さん　　　村長　　　堀代表
株式会社センキョ

ナイアガラ花火
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シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ス
ク
㉟

  

第
２
回
学
校
運
営
協
議
会
を

　
　
　
　

   　
  

開
催
し
ま
し
た

　

６
月
に
行
っ
た
馬
曲
川
の
カ
ヤ
刈
り

作
業
の
振
り
返
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
研
修
会
の
実
施
計
画
を
中
心

に
、
学
校
、
地
域
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の

近
況
報
告
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
馬
曲
川
の
カ
ヤ
の
伸
び
具
合

か
ら
、
協
議
会
の
委
員
を
中
心
に
再
び

カ
ヤ
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

草
や
雑
木
を
刈
っ
た
部
分
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
川
遊
び
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
足
元
が
藻も

な

ど
で
滑
り
や
す
い
た
め
、
十
分
注
意
し

な
が
ら
、
必
ず
大
人
と
一
緒
に
川
遊
び

を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
の
「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

み
た
い
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
係

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

　

ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う▲作業後の馬曲川 ▲作業中の様子 ▲作業前の馬曲川

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

◉
は
じ
め
に

　

バ
ラ
ン
ス
よ
く
通
常
の
食
事
を

摂
っ
て
い
れ
ば
、
栄
養
が
そ
れ
ほ
ど

不
足
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
健
康
維
持
増
進
の
３
つ
の
基
本

①
健
全
な
食
生
活

②
適
度
な
休
養

③
適
度
な
運
動

◉
健
康
に
結
び
つ
く
使
い
方

　

健
康
食
品
の
上
手
な
使
い
方
は
、

健
康
へ
の
「
は
じ
め
の
一
歩
」
で
す
。

　

例
え
ば
、
ト
ク
ホ
（
特
定
保
健
用

食
品
）
の
「
体
脂
肪
が
つ
き
に
く
い

油
」
は
、
い
く
ら
食
べ
て
も
脂
肪
が

つ
か
な
い
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
せ
っ
か
く
ト
ク
ホ
を
使
う
の

で
す
か
ら
、「
揚
げ
物
を
控
え
よ
う
」

「
運
動
も
始
め
て
み
よ
う
」
な
ど
、

は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

◉
健
康
食
品
利
用
に
注
意
が
必
要
な
方

病
気
の
方　

高
齢
者　

子
ど
も　

妊
娠
・
授
乳
し
て
い
る
方

◉
健
康
食
品
を
選
ぶ
前
に

・
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
考
え
る

・
問
合
せ
先
を
確
認
す
る

・
違
法
品
に
注
意
す
る

◉
健
康
食
品
を
使
う
時
に

・
薬
の
よ
う
な
使
い
方
を
し
な
い

・
ア
レ
ル
ギ
ー
に
注
意
す
る

・
薬
と
併
用
し
な
い

・
複
数
の
製
品
を
同
時
に
摂
ら
な
い

・
記
録
ま
た
は
ラ
ベ
ル
や
容
器
を
と
っ

　

て
お
く

・
体
調
に
異
常
を
感
じ
た
場
合
は
、

　

す
ぐ
に
使
用
を
や
め
、
医
療
機
関

　

を
受
診
す
る

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
６
】

　

今
回
は
７
月
号
に
続
き
、
６
月
22
日
に
行
わ
れ
た
健
康
講
演
会
で
学
ん
だ
健

康
食
品
の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

ジ
ャ
ス
テ
ン
先
生
が

遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た

自
主
公
開
学
習
検
討
会

生
徒
集
会

７
月
18
日
、
小
学
校
の
外
国
語

指
導
助
手
ジ
ャ
ス
テ
ン
先
生
が
保
育

園
に
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

先
生
の
姿
が
見
え
る
と
嬉
し
そ

う
に
近
づ
き
、
先
生
の
「H

ello

」

に
、
元
気
に
「H

ello
‼

」
と
返
す

子
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い

る
子
、
そ
れ
ぞ
れ
の
か
わ
い
い
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

プ
ー
ル
や
お
部
屋
で
一
緒
に
遊
ぶ

と
き
は
英
語
の
み
。
子
ど
も
た
ち
は

先
生
の
真
似
を
し
て
英
語
を
く
り
返

し
て
い
ま
し
た
。
今
日
は
ど
ん
な
英

語
を
覚
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

先
生
と
会
え
る
日
が
楽
し
み
で
す
。

　

６
月
18
日
、
学
習
院
大
学
教
授
・

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
佐
藤
学

ま
な
ぶ
先
生

を
迎
え
、
自
主
公
開
学
習
検
討
会
を

行
い
ま
し
た
。
共
同
参
観
授
業
で

は
、
６
年
１
組
の
国
語
の
授
業
を
公

開
し
、「
や
ま
な
し
」
を
題
材
に
子

ど
も
た
ち
は
自
分
の
考
え
を
伝
え
合

い
ま
し
た
。

　

佐
藤
先
生
か
ら
は
、
①
探
究
の
学

び
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ
と
。
②
全

員
に
定
着
を
促
す
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、

ジ
ャ
ン
プ
の
課
題
（
高
い
レ
ベ
ル
の

課
題
）
の
質
を
上
げ
る
こ
と
。
③
「
探

究
」
と
い
う
言
葉
を
主
体
的
態
度
で
見

ず
、
認
識
と
知
性
の
発
達
で
見
て
い
く

こ
と
。
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
、
28
日
の
け
や
き
祭
に

向
け
て
、
生
徒
集
会
が
７
月
１
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
会
目
標

Com
pany

に
ち
な
ん
で
、
峯
村
愛

理
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
生
徒
会
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
バ
ッ
ク
、
学
年
学
級
合

唱
な
ど
も
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線１６２】
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食中毒とは

予防の原則は菌を「つけない」「増やさない」「やっつける」

　腹痛や下痢、嘔吐などの症状が急に出たことはありませんか。疑われるもの
のひとつが「食中毒」です。食中毒は、飲食店などで食べる食事だけでなく、
家庭での食事でも発症しています。

８月は食品衛生月間です

・ 調理前に十分に手洗いを行う。
・ 調理作業や取り扱う食材がかわるごとに手洗いを行う。
・ サラダなど生で食べるものを調理する際には、包丁や
　まな板も毎回洗浄する。

「つけない」

・ 食肉や魚介類など冷蔵保管の必要な食材を購入した際は、
保冷バックを使用したり、なるべく早めに冷蔵庫へ入れる。

※夏期は短時間の扉の開閉でも元の低温に戻るのに長時間かか
　るため、扉を開閉は素早く行いましょう。

「増やさない」

・ カレーなど大きな鍋で調理する場合は、よくかき混ぜ
   ながら加熱する。

・ 加熱して食べる食材は中心まで十分に加熱して食べる。
※細菌やウイルスの多くは 75℃以上 1 分以上の加熱で死滅します。
   ノロウイルスは 85 ～ 90℃で 1 分半以上の加熱が必要です。

「やっつける」

食中毒を引き起こす主な原因

　食中毒の主な原因は、「細菌」と「ウイルス」です。細菌もウイルスも目に
は見えない小さなものです。細菌は温度や湿度などの条件がそろうと食べ物の
中で増殖し、その食べ物を食べることにより食中毒を引き起こします。一方、
ウイルスは、細菌のように食べ物の中では増殖しませんが、食べ物を通じて体
内に入ると、人の腸管内で増殖し、食中毒を引き起こします。また、ウイルス
は低温や乾燥した環境中で長く生存します。

健　康

だより

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

健康福祉係
内線１２５



2024.8

19

　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

次回の「集まろう！通いの場  ピース」
８/22（木）　出張スマホ教室　※スマホをお持ちでない方にはお貸しします。
９/12（木）　パラスポーツの「ボッチャ」に挑戦

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

有 

料 

広 

告

マルちゃんの身体ケアぁ

自宅へ訪問しマッサージをさせていただきます。 自宅訪問可能な

方のみ電話予約で承ります。

日時 ・施術時間 ・料金などお気軽にお問い合わせください。

☎ 070-4208-1189

問合せ：丸山  将
しょうま

真（元木島平村地域おこし協力隊）
資格：鍼灸あん摩マッサージ指圧師、トレーニング指導者等
活動歴：2022 年スカイランニング世界選手権トレーナー帯同
　　　　2023 年トレイルランニング世界選手権トレーナー帯同

出張マッサージ

◉日　時　９月 26 日 ( 木 )
　　　　　午後１時 30 分～午後３時
◉場　所　若者センター　研修室
◉講　師　ＪＡ長野厚生連
　　　　　富士見高原医療福祉センター
　　　　　副統括院長　髙木　宏

ひろあき

明　氏
◉参加費　無料

◉申込先　地域包括支援センター
　　　　　0269（82）4771
◉申込期限９月 20 日 ( 金 )
　　　　　※当日の参加も可能です。
◉その他　送迎を希望される方は、申込時
　　　　　にお知らせください。

講演会「認知症～その語らない言葉を聴く～」

　アルツハイマー病は、認知症の一種です。毎年 9 月は、「認知症」について知り、介護や治療の
あり方などをより多くの人に考えていただく機会として、世界中が統一して行動を起こすための世
界アルツハイマー月間とされています。
　地域包括支援センターでは、アルツハイマー月間に合わせて、認知症についてより深く理解する
ための下記の日程で講演会を開催します。認知症について一緒に学んでみませんか。皆さんのご参
加をお待ちしています。

　9 月は世界アルツハイマー月間

白馬長野有料道路が
　　　　　無料になります

　長野県道路公社が管理する「白馬長野有料道路」
は、料金徴収期間の満了に伴い、以下のとおり無
料で通行可能となります。
◉無料開放日時　令和７年２月 16 日（日）
　　　　　　　　午前０時から
◉問合せ　長野県道路公社
　　　　　電話０２６( ２３４）６８８３
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

２
年
生
の
地
域
資
源
活
用
の
授
業
で

は
、
動
植
物
の
飼
育
栽
培
や
そ
の
利
用
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農

林
高
校
に
は
黒
毛
和
牛
や
豚
、
馬
、
山
羊

な
ど
の
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
黒
毛

和
牛
は
先
日
子
ど
も
を
産
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
時
間
に
は
生
徒
た
ち
が
乗

馬
体
験
を
し
ま
し
た
。
馬
は
産
業
動
物
で

あ
り
、
物
を
運
ん
だ
り
人
を
乗
せ
た
り
な

ど
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家

畜
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
が

動
物
に
慣
れ
る
だ
け
で
な
く
、
動
物
が
人

間
に
慣
れ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
学
校
で

飼
育
し
て
い
る
木
曽
馬
は
、
お
と
な
し
く

人
懐
っ
こ
い
性
格
の
た
め
、
生
徒
が
学
ぶ

教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
動
物

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
や
お
世
話
の
中
で
、

命
に
つ
い
て
学
べ
る
と
こ
ろ
も
農
業
高
校

の
特
色
で
良
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
ま
す
。

「
上
堰
」
と
は
、
江
戸
時
代
に
地
面
を

掘
っ
た
り
削
っ
た
り
さ
れ
、
村
に
現
存
し

て
い
る
農
業
用
水
の
こ
と
で
す
。

　

７
月
９
日
、
環
境
創
造
コ
ー
ス
の
２
年

生
は
上
堰
を
研
究
し
ま
し
た
。
今
後
予
定

し
て
い
る
水
質
調
査
や
、
先
生
か
ら
の
お

題
「
な
ぜ
上
堰
は
そ
の
場
所
に
ひ
か
れ
た

の
か
」
に
対
す
る
答
え
を
探
す
た
め
で

す
。
村
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
樽
滝
か

ら
５
０
０
ｍ
ほ
ど
下
っ
た
取
水
口
付
近
、

巣す
た
か鷹

八は
ち
ま
ん幡

神
社
の
入
口
付
近
、
そ
し
て
堰

を
作
っ
た
当
時
の
終
点
で
あ
る
ケ
ヤ
キ
の

森
公
園
付
近
の
水
質
調
査
の
候
補
地
を
訪

れ
ま
し
た
。
巣
鷹
八
幡
神
社
や
ケ
ヤ
キ
の

森
公
園
付
近
か
ら
は
、
上
堰
の
恩
恵
を
う

け
て
い
る
水
田
地
帯
が
見
渡
せ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
先
生
か
ら
の
お
題
の
答
え
を

見
つ
け
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

　

電
話
で
お
金
詐
欺
で
は
、昨
年
か
ら
、

犯
行
に
国
際
電
話
が
使
用
さ
れ
て
お

り
、
今
年
に
入
っ
て
も
そ
の
傾
向
は
顕

著
で
す
。
最
初
の
電
話
を
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。

◉
国
際
電
話
の
傾
向

　

今
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で
に
予
兆
を
含

む
犯
行
に
使
用
さ
れ
た
電
話
の
約
６
割
が

国
際
電
話
で
す
。
さ
ら
に
、
１
月
は
全
体

の
４
割
程
度
で
あ
っ
た
も
の
の
４
月
・
５

月
で
は
７
割
を
超
え
急
増
し
て
い
ま
す
。

◉
国
際
電
話
の
利
用
休
止
方
法

　
「
国
際
電
話
不
取
扱
受
付
セ
ン
タ
ー
」

へ
の
申
込
み
に
よ
り
、
自
宅
固
定
電
話

に
対
す
る
国
際
電
話
の
発
着
信
を
、
無

償
で
休
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
話
０
１
２
０
（
２
１
０
）
３
６
４

※
通
話
は
無
料
で
す
。

　

携
帯
電
話
な
ど
の
契
約
の
際
の
本
人

確
認
の
厳
格
化
に
よ
り
、
今
後
一
層
国

際
電
話
を
悪
用
し
た
手
口
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

国
際
電
話
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

田
口
警
部
補

農林生と動物

上
うわせぎ

堰

▲馬と触れ合う様子
動物の世話をする様子▶

▲上堰の恩恵を受けている
　水田地帯
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◆入会説明会
　毎月の第２水曜日　午後１時 30 分から
　シルバー人材センター会議室
　（７月と３月の第2火曜日は木島平村農村交流館で開催）

◆対象
　飯山市・木島平村に住所がある方
　原則 60 歳以上の方　働く意欲がある方

あなたの出番です会員募集

家にいるだけじゃ、もったいない。
シルバー人材センターでお仕事し
ませんか。

公益社団法人　飯山地域シルバー人材センター　電話 0269-63-2915

この広告は、「厚生労働省委託事業 高齢者活躍人材確保育成事業」を活用しています。

有 

料 

広 

告

上
級
救
命
講
習
会

　

も
し
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
友

人
が
突
然
倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た
な
ら

ど
う
し
ま
す
か
。
私
た
ち
は
、
い
つ
、

ど
こ
で
突
然
の
ケ
ガ
や
病
気
に
遭
遇
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
、
適
切

な
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
救
命

率
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

岳
北
消
防
本
部
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
よ
り
多
く
の
応
急
手
当
と
技
術
を

身
に
つ
行
け
て
い
た
だ
く
た
め
上
級
救

命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時　

９
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分

◉
場
所　

岳
北
消
防
本
部

　
　
　
　

飯
山
消
防
署　

講
堂

◉
講
習
内
容　

・
応
急
手
当
の
重
要
性

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法

　
（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
）

・
止
血
法　

・
異
物
除
去
な
ど

◉
申
込
締
切　

８
月
30
日
（
金
）

◉
そ
の
他

　

筆
記
用
具
、
昼
食
お
よ
び
飲
み
物
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◉
申
込
み
・
問
合
せ

　

岳
北
消
防
本
部　

飯
山
消
防
署

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
０
１
１
９

受講料
無料

 

「
何
気
な
い
日
常
の
豊
か
さ
」

　

こ
ん
に
ち
は
！
木
島
平
村
で
の
生
活

２
年
目
の
協
力
隊
の
沼
野
で
す
。
１
年

を
通
じ
て
四
季
の
移
ろ
い
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
木
島
平
村
で
の
生

活
に
、
日
々
豊
か
さ
を
感
じ
て
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
木
島
平
村
の
魅
力
を
多
く
の

方
に
伝
え
た
い
と
思
い
、
今
年
の
４
月

か
ら
新
た
な
取
組
み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
す
。

　

５
月
24
日
に
長
野
駅
の
駅
ビ
ル
に
あ

る
り
ん
ご
の
ひ
ろ
ば
で
行
わ
れ
た
、
木

島
平
村
産
「
幻
の
酒
米
金
紋
錦
」
を
使

用
し
た
10
の
酒
蔵
の
日
本
酒
を
集
め
た

試
飲
会
、
新
緑
が
美
し
い
カ
ヤ
の
平
高

原
や
四
季
の
移
ろ
い
の
絶
景
に
浸
か
る

こ
と
が
で
き
る
馬
曲
温
泉
な
ど
の
写
真

を
集
め
た
写
真
展
を
６
月
10
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
内
で
開
催
さ
れ
た
奥
信
濃

１
０
０
の
翌
日
、
６
月
９
日
に
は
、
全

国
か
ら
村
に
訪
れ
た
方
向
け
に
、
道
の

駅
フ
ァ
ー
ム
ス
で
村
自
慢
の
お
米
や
お

に
ぎ
り
、
村
内
牧
場
の
ミ
ル
ク
を
使
用

し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
が
当
た
る
抽
選

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
催
し

に
お
い
て
も
、
参
加
し
て
く
れ
た
方
々

か
ら
「
木
島
平
村
っ
て
素
敵
な
と
こ
ろ

だ
ね
」
「
自
然
が
豊
か
で
、
ご
は
ん
も

美
味
し
く
て
羨
ま
し
い
」
な
ど
の
反
応

を
も
ら
い
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

何
気
な
い
日
常
の
な
か
に
豊
か
さ
を

感
じ
ら
れ
る
、
そ
ん
な
木
島
平
村
の
良

さ
を
伝
え
、
「
い
つ
か
行
っ
て
み
た
い
」

「
ま
た
来
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
チ
ー
ム
木
島
平
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

▲金紋錦試飲会

問合せ 0269(82)2800

沼野　寛
かん

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
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20

火
　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
部
谷
沢
区
）
18
時
30
分
～

21

水
　

小
・
中
学
校
二
学
期
始
業
式

22

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

9
時
～
11
時

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

17
時
～

23

金
　

第
８
回
教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～

24

土
　

小
・
中
学
校
資
源
回
収

25

日
　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

9
時
～
11
時
45
分

26

月
　

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
中
高
地
区
総
決
起
大
会

27

火
　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
30
分
～

28

水
　

29

木

30

金
　

議
会
9
月
定
例
会
開
会
日

31

土
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
修
会
in
木
島
平

1

日
　

2

月
　

3

火
　

4

水
　

心
配
ご
と
相
談　

9
時
～
12
時

　

議
会
9
月
定
例
会
一
般
質
問
（
～
5
日
）

5

木
　

第
2
回
区
長
会　

19
時
～

８月

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日

有 

料 

広 

告

生ごみを 捨てる前には

ギューっと ひと絞り

エコパーク寒川

燃える
ごみ処分量

令和６年７月 令和５年７月 前年同月比

68,040kg 66,220kg 103%

燃えない
ごみ処分量

令和６年７月 令和５年７月 前年同月比

2,740kg 3,580kg 77%

　燃えるごみ処分量を減らしましょう。

　分別収集とリサイクルにご協力ください。

　ルールを守り、 気持ち良くゴミを出しましょう。

きちんと分別

燃えるごみと 資源ごみ

　離婚後、養育費を受け取ることができていないひ
とり親の方や、離婚を検討している婚姻中の親を対
象として、弁護士による法律相談が行われます。
お１人 30 分で、相談は無料です。
◉日　時　８月 29 日（木）午後２時～午後３時
◉場　所　北信福祉事務所
　　　　　（飯山市静間１３４０―１）
◉予約期限　８月 20 日（火）まで
◉問合せ　北信福祉事務所
　　　　　電話０２６９（６２）３９４３

  弁護士による無料相談

「ひとり親家庭養育費法律相談」

議会日程は８月 21 日の議会運営委員会で正式決
定します。村公式ウェブサイトをご覧ください。

村税等の口座振替日は８月 26 日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。
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社協関係の行事は 37 ページ
「社協の予定」をご覧ください。９月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 24 野沢温泉村 1 0 19 その他 0 0 3

飯山市 ０ 1 126 栄村 0 0 14 《合計》 1 1 186

件 件 件 件 件件 件件 件７月の出動件数（岳北消防本部）

予 防 接 種

子ども健康相談

つけた火は　責任持ちます　わたしの火

【８月 20 日㈫～９月 19 日㈭】

保護者同士の交流の場として、おひさ
ま保育園プレイルームを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：00 ～ 11：30
※第１木曜日は 9：00 ～ 15：00

場所：おひさま保育園プレイルーム
◉８月 20 日㈫　9：45 ～
　「消しゴムはんこで作って遊ぼう♪」
◉８月 27 日㈫　9：45 ～
　「歯科衛生士さんのお話を聞こう」
◉９月 3日㈫　9：45 ～
　「ケヤキの森に行こう！！」
◉９月10 日㈫　9：45 ～
　「親子ふれあい遊び（製作）」
◉ 9 月17 日㈫　9：45 ～
　「ケヤキの森に行こう！！」

おひさま広場

おひさま教室

わ人
権
か
る
た

乳幼児健診

6

金
　

第
２
回
社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座　

19
時
～

7

土

8

日

9

月

10

火
　

学
校
運
営
協
議
会　

15
時
～

11

水

12

木
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
～

13

金
　

議
会
9
月
定
例
会
閉
会
日

14

土
　

２
０
２
４
全
日
本
選
抜
サ
マ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
15
日
）

15

日
　

16

月
　

２
０
２
４
サ
マ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会

17

火

18

水
　

19

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

9
時
～
11
時

20

金
　

第
９
回
教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～

広
報
配
布
日

敬
老
の
日

家
庭
の
日

る
ぐ
ち
を
言
う　

自
分
が
さ
れ
た
ら　

ど
う
思
う

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉日本脳炎 1 期初回 1回目
　　　　　　　  　 ：8 月 22 日㈭
　対象：令和 3 年 3 月～ 8 月生

うまれ

◉四種・五種混合：8 月 26 日㈪
◉水痘：8 月 29 日㈭
　対象：令和 4 年 11月～令和 5 年 1月生
　　      令和 5 年 5 月～令和 5 年 7 月生
◉ヒブ・肺炎球菌・ロタウイルス
　　　　　　　  　 ：9 月 2日㈪
　ロタウイルス対象：
　　　　令和 6 年 4 月～ 6 月生
◉日本脳炎 1 期初回 2 回目
　　　　　　　  　 ：9 月 5日㈭
　対象：令和 3 年 3 月～ 8 月生
◉日本脳炎１期追加：9 月19 日㈭
　対象：令和 2 年 3 月～ 8 月生

日時：9 月12日㈭ 14：30 ～
場所：保健センター
対象：令和 3 年 3 月～ 8 月生

受付：13：00 ～13：30  場所：保健センター
日にち：8 月 21日㈬
対象：令和 3 年 7 月生、令和 4 年 7 月
　　   令和 5 年 1・8 月生
　　   令和 6 年 1・4 月生
日にち：9 月18 日㈬
対象：令和 3 年 8 月生、令和４年 8 月
　　   令和 5 年 2・9 月生
　　   令和 6 年 2・5 月生

日にち：8 月 22日㈭、9 月19 日㈭
時間：9：00 ～ 11：00
場所：保健センター

３歳児視機能検査
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次
回
定
例
会
の
予
定
（
令
和
６
年
９
月
第
３
回
）

・
開
会
日　

８
月
30
日
（
金
）

・
一
般
質
問　

９
月
４
日
（
水
）
～
５
日
（
木
）

・
閉
会
日　

９
月
13
日
（
金
） ※

現
時
点
の
予
定
で
す
。

令和６年６月定例会一般質問令和６年６月定例会一般質問
　６月５日、６日に行われ、７人の議員が登壇しました。傍聴者
は延べ 12人でした。
　一般質問とは、行政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。議案とは関係なく行財政全般に
わたる議員主導による政策論争であるため、質問を受ける側
も十分な準備が必要なことから、事前通告制となっています。
試行的に「一問一答方式＊」とし、質問者一人の質問時間は
45分で行いました。
　次ページからの一般質問の要旨は、質問者自身でまとめてい
ます。
　各議員のページにある QR コードから会議録をご覧いただ
けます。

＊一問一答方式の
　詳細はこちらから

１　丸山　邦久
①産業振興について
②ファームス木島平について
③一般質問に対する村長の取組姿勢

２　関　　達夫
①村内農業の振興
②家庭ごみを考える
③地域の環境整備
④村長の行政責任を問う

３　湯本　直木

①スキー場・ホテルの運営会社の決算の報告について
②村の新たな観光資源発掘について
③中央駐車場測量業務実施後の状況について
④地域活性化起業人からの報告書について
⑤早稲田大学地域連携プロジェクト事業の効果について

４　江田　宏子
①第7次総合振興計画の策定に向けて
②ファームス木島平の再整備について
③支え合いの村をめざして

５　山本　隆樹 ①空き家対策の現状は
②高齢者活躍支援について

６　山浦　　登
①スキー場の運営について
②学校給食費無償化について
③少子化・過疎化対策について
④地方自治法改定案について

７　山﨑　栄喜 ①道の駅ファームス木島平再整備事業について
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一
日
の
通
行
量
は
上
下
線
合
わ
せ
て
２
万

台
あ
る
。
フ
ァ
ー
ム
ス
前
の
通
行
量
は

は
る
か
に
少
な
い
。
立
地
が
悪
い
か
ら
駄

目
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

村　

長

　

整
備
方
針
案
に
基
づ
い
て
計
画
を
作
る
。

そ
れ
を
議
員
の
皆
さ
ん
、
村
民
の
皆
さ
ん

に
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
し
た
根
拠
を
示

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

質　

問

　

再
度
村
長
に
質
問
す
る
が
、
立
て
直
し

に
は
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
熱
意
）
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
誰
が
そ
れ
を
担
う
の
か
。

村　

長

　

村
と
い
う
組
織
で
担
う
。

質　

問

　

村
長
の
思
い
が
組
織
を
動
か
す
。
村
長

が
今
の
よ
う
な
答
弁
を
す
る
の
な
ら
、
こ

の
計
画
は
止
め
る
方
が
良
い
。

　

村
長
は
「
や
る
気
」
が
あ
る
の
か
。

村　

長

　

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
結
果
を
出
し

た
い
気
持
ち
は
十
分
持
っ
て
い
る
。

　

一
般
質
問
に
対
す
る
取
組
姿
勢

質　

問

　

一
般
質
問
を
質
問
だ
け
答
弁
だ
け
で
終

わ
ら
せ
ず
に
、
村
の
行
政
の
向
上
に
資
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

村　

長

　

提
案
に
つ
い
て
は
検
証
し
な
が
ら
、
行

動
に
移
し
て
い
き
た
い
。

③�

フ
ァ
ー
ム
ス
の
経
営
が
良
い
状
態
に
な

る
根
拠
は
何
か
。

④�

立
て
直
し
に
は
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
熱
意
）
が
必
要
だ
が
、
誰
が
そ
れ
を

担
う
の
か
。

⑤
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
層
は
ど
ん
な
も
の
か
。

村　

長

①�

農
産
物
や
特
産
品
の
販
売
、
観
光
情
報

を
提
供
す
る
場
は
、
村
の
産
業
振
興
の

た
め
に
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
山
産
業
企
画
室
長

②�

農
業
や
生
産
業
に
お
い
て
は
生
産
者
の

所
得
向
上
、
生
産
意
欲
の
向
上
に
つ
な

が
る
。
観
光
業
や
商
工
業
に
お
い
て
は
、

村
内
各
所
へ
旅
行
者
を
誘
導
し
、
人
の

流
れ
と
経
済
に
好
循
環
を
生
み
出
す
。

③�

必
要
な
機
能
を
導
入
し
、
賑
わ
い
づ
く

り
を
醸
成
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
と

販
売
額
を
増
加
さ
せ
て
、
採
算
性
の
あ

る
運
営
を
す
る
。

④
指
定
管
理
者
と
村
で
担
っ
て
い
く
。

⑤�
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

も
含
め
地
域
の
観
光
を
楽
し
み
な
が
ら

仕
事
や
交
流
を
求
め
る
観
光
客
。
こ
の

ほ
か
子
育
て
・
孫
育
て
を
し
て
い
る
地

域
住
民
。

質　

問

　

飯
山
市
の
道
の
駅
「
千
曲
川
」
の
前
の

　

産
業
振
興
に
つ
い
て

質　

問

　

村
の
法
人
住
民
税
の
推
移
を
見
る
と
、

平
均
割
が
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
３
・
６
％
の
マ
イ
ナ
ス
、
法
人
数
は
、

30
件
に
１
件
以
上
減
っ
て
い
る
。

　

法
人
税
割
を
見
て
も
、
企
業
業
績
が

低
迷
し
て
い
る
。

①�

村
長
が
答
弁
し
た
「
成
果
を
上
げ
て
い

る
自
治
体
」
と
積
極
的
に
意
見
交
換
を

し
て
、
ど
の
分
野
に
ど
の
よ
う
な
成
果

が
出
た
の
か
。

②�

今
後
ど
の
よ
う
な
振
興
策
を
講
じ
る
の

か
、
プ
ラ
ン
を
示
し
て
ほ
し
い
。

村　

長

①�

村
の
施
設
の
民
間
化
に
際
し
て
は
、
新

た
な
法
人
を
村
に
設
立
す
る
こ
と
を
条

件
に
し
て
村
内
企
業
の
増
加
に
努
め
て

き
た
。

②�

大
企
業
や
大
き
な
工
場
を
誘
致
す
る
の

は
難
し
い
。
村
内
に
事
務
所
を
構
え
て

も
ら
い
、
移
住
定
住
促
進
事
業
や
創
業

支
援
事
業
で
新
た
な
企
業
の
創
出
、
雇

用
の
拡
大
を
図
る
。

質　

問

　

海
外
に
村
の
農
産
物
を
販
売
す
る
こ
と

は
一
般
の
農
家
に
は
難
し
い
。
良
い
も
の

を
作
れ
ば
売
れ
て
利
益
が
出
る
機
構
を

作
る
こ
と
が
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

村　

長

　

農
産
物
に
つ
い
て
は
ブ
ラ
ン
ド
化
で
、

価
格
維
持
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

米
は
、「
村
長
の
太
鼓
判
」
を
ト
ッ
プ

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
価
格
の
維
持
向
上
に

努
め
て
い
る
。

質　

問

　
「
村
長
の
太
鼓
判
」
は
、
日
䑓
村
長

以
前
か
ら
存
在
し
た
。
日
䑓
村
長
が
村
長

に
な
っ
て
か
ら
、
自
ら
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち

上
げ
た
も
の
は
あ
る
か
。

村　

長

　
（
質
問
に
対
し
て
具
体
的
な
答
弁
な
し
）

　

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
に
つ
い
て

質　

問

　

５
月
23
日
の
議
会
全
員
協
議
会
で
道
の

駅
再
整
備
事
業
に
係
る
整
備
方
針
（
案
）

が
示
さ
れ
た
。

　

何
度
も
読
み
返
し
た
が
、
う
ま
く
い
く

気
が
全
く
し
な
い
。
フ
ァ
ー
ム
ス
の
開
業

か
ら
９
年
が
経
過
し
、
や
っ
と
補
助
金
の

縛
り
が
な
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
ま
た
再
整
備
を
す
る
の
か
。

①
再
整
備
の
目
的
は
何
か
。

②
村
民
に
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

計
画
な
く
し
て
試
行
な
し
。試
行
な
く
し
て
検
証
な
し
。

　
　
　
　
検
証
な
く
し
て
実
行
な
し
。

村
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

質
　
問

村
　
長

村
　
長

質
　
問

村
　
長

村
　
長

質
　
問

村
　
長

質
　
問

本
山
産
業
企
画
室
長

丸 

山
　
邦 

久  

議
員

フ
ァ
ー
ム
ス
、再
整
備
し
て
大
丈
夫
か

一
般
質
問
を
も
っ
と
生
か
そ
う

質
　
問

村
　
長

質
　
問

村
　
長

質
　
問

村
　
長

質
　
問

◀一般質問
　会議録



梅
嵜
民
生
課
長

　

村
内
い
た
る
と
こ
ろ
に
分
布
し
て
お

り
、
駆
除
を
業
者
な
ど
に
委
託
す
る
に

も
多
大
な
経
費
が
か
か
る
た
め
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
を

通
じ
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
駆
除
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
く
。

質　

問

　

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
で
の
使
用
貸
借

に
係
る
村
の
債
権
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

回
収
不
可
と
な
っ
た
時
の
責
任
は
。

　

ま
た
、
至
る
経
過
な
ど
詳
細
を
公
表

し
て
ほ
し
い
。
対
処
結
果
の
可
否
は

村
民
が
判
断
す
る
。

村　

長

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
る
。
反
省
を
踏
ま
え
再
発
防

止
に
当
た
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
等
に
公
表
の
場
を
設
け
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ら
安
価
で
あ

る
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
努
力
で
減
量
を

お
願
い
し
て
い
く
。

　

地
域
の
環
境
を
整
備

質　

問

　

セ
イ
ヨ
ウ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
の
黄
花
を

田
舎
の
風
景
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る

方
が
多
い
が
、厄
介
な
外
来
植
物
で
あ
る
。

駆
除
を
業
者
委
託
す
る
考
え
は
。
ま
た
、

村
民
に
向
け
て
の
啓
発
活
動
は
。

　

家
庭
ご
み
を
考
え
る

質　

問

　

第
６
次
振
興
計
画
の
可
燃
ご
み
10
％

減
量
目
標
の
評
価
は
。

　

可
燃
ご
み
の
40
％
は
水
分
で
あ
る
。

ご
み
の
減
量
の
た
め
に
、
生
ご
み
処
理

器
な
ど
全
村
に
配
布
で
き
な
い
か
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
燃
や
す
こ
と
な

く
回
収
を
図
れ
な
い
か
。

村　

長

　

計
画
期
間
の
実
績
と
目
標
を
比
較
す

る
と
、削
減
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、逆
に

11
％
ほ
ど
伸
び
て
し
ま
っ
た
。
令
和
５

年
で
は
、
前
年
比
４
％
ほ
ど
減
量
で
き

て
い
る
。
今
後
も
ご
み
の
削
減
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
が
、
村
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
必
要
。

梅
嵜
民
生
課
長

　

令
和
４
年
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用

製
品
廃
棄
物
の
再
商
品
化
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
手
間
と
費
用
が
か

か
る
が
、
岳
北
広
域
（
飯
山
市
、
野
沢

温
泉
村
）
で
協
議
を
重
ね
な
が
ら
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
回
収
を
進
め
た
い
。

コ
ン
ポ
ス
ト
処
理
器
も
高
額
で
難
し
い
。

　

村
の
農
業
は
各
種
振
興
策
し
だ
い

質　

問　

　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
改
定

さ
れ
た
。
農
家
の
厳
し
い
経
営
状
況
が

改
善
さ
れ
る
こ
と
が
願
い
で
あ
る
。
村

に
は
持
続
可
能
な
農
村
を
つ
く
り
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。耕
作
放
棄
地
、遊
休

農
地
を
再
生
し
、
担
い
手
、
移
住
定
住

者
を
呼
び
込
ま
な
い
か
。

村　

長

　

可
能
な
地
域
か
ら
、
あ
る
程
度
の
面

積
を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
畑

作
農
業
者
と
進
め
て
い
る
重
要
な
施
策

の
一
つ
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

条
件
の
悪
い
遊
休
農
地
に
対
策
が
進

ん
で
い
か
な
い
が
、
将
来
的
に
維
持
管

理
し
な
い
と
い
け
な
い
農
地
は
担
い
手

の
育
成
、
新
規
就
農
者
の
育
成
を
図
り

な
が
ら
管
理
し
て
い
く
。

湯
本
産
業
課
長

　

村
土
地
改
良
等
補
助
金
は
６
件
で

１
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
実
績
。

　

振
興
作
物
苗
代
補
助
は
白
ネ
ギ
、

ア
ス
パ
ラ
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
４
件
で

57
ア
ー
ル
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

26

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
加
工
室

使
用
料
の
未
回
収
の
責
任
は

村
　
長

質
　
問

村
　
長

湯
本
産
業
課
長

村
内
農
業
の
振
興
策
と

　
　
　
各
種
農
業
補
助
金
制
度
の
利
用
は

質
　
問

質
　
問

村
　
長

質
　
問

梅
嵜
民
生
課
長

村
の
農
業
は
各
種
振
興
策
次
第

関
　
　
達  

夫  

議
員

家
庭
ご
み
を
考
え
る

地
域
の
環
境
を
整
備

梅
嵜
民
生
課
長

◀一般質問
　会議録
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質　

問　

　

昨
年
度
、
中
央
駐
車
場
の
測
量
業
務
が

実
施
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
５
２
０
万
円
強

を
か
け
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
理
由
と
、
そ
の
後
の
結
果
は
。

湯
本
産
業
課
長　

　

測
量
業
務
の
目
的
は
、
譲
渡
し
な
か
っ

た
駐
車
場
用
地
と
譲
渡
し
た
隣
接
の
ホ
テ

ル
敷
地
と
ゲ
レ
ン
デ
敷
地
が
、
公
図
上
ど
の

位
置
に
な
る
の
か
、
現
地
の
位
置
を
確
認

す
る
た
め
。

　

不
動
産
売
買
契
約
書
上
は
、
契
約
以
降

に
測
量
業
務
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
契
約

面
積
に
相
違
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
一
切

異
議
申
立
て
を
し
な
い
こ
と
と
し
て
取
決

め
を
し
て
い
る
た
め
、
契
約
内
容
に
影
響

は
な
い
。

質　

問　

　

地
域
活
性
化
起
業
人
か
ら
の
報
告
書
の

中
の
「
所
感
」
に
つ
い
て
。

①
「
木
島
平
村
に
お
け
る
観
光
の
役
割
」

②
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
振
興
局
の
在
り
方
」

③�

「
行
政
に
望
む
こ
と
」
の
３
項
目
が
書

か
れ
て
い
る
が
、
村
と
し
て
こ
の
報
告

質　

問　

　

３
月
議
会
で
も
質
問
し
た
が
、
当
該

会
社
か
ら
決
算
の
報
告
は
。

村　

長　

　

事
業
継
続
は
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て

い
る
。

湯
本
産
業
課
長　

　

運
営
事
業
者
か
ら
の
報
告
は
、
確
認

資
料
と
し
て
「
施
設
別
の
損
益
計
算
書
」

「
入
込
み
の
数
字
」
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

質　

問　

　

下
高
井
農
林
高
校
の
生
徒
が
村
内
の

「
文
化
史
跡
ツ
ア
ー
」
を
計
画
・
実
施
し

た
よ
う
だ
が
、
今
後
、
行
政
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
新
し
い
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
支
援

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。村
の
観
光
振
興
は
、

商
工
観
光
係
や
観
光
振
興
局
が
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
取
り
、
事
業
を
計
画
・
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
本
来
の
姿
だ
と
思
う
が
。

村　

長　

　

行
政
と
し
て
農
林
高
校
の
取
組
み
に
は

必
要
に
応
じ
て
協
力
、
支
援
し
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。
結
果
、
資
源
と
し
て

活
用
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
活
用
し
、

磨
き
上
げ
が
必
要
で
あ
れ
ば
磨
き
上
げ
、

活
用
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

観
光
振
興
局
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
と
も

に
取
り
組
み
、
ま
た
行
政
が
で
き
な
い
事

業
を
担
う
と
い
う
組
織
で
も
あ
る
の
で

「
行
政
と
と
も
に
」
と
い
う
こ
と
で
承
知

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
村
と
し
て
は
、
行
政

と
連
携
し
な
が
ら
観
光
に
お
け
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
中
で
、
農
業
や
商
工
業
の
発
展

の
た
め
に
取
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質　

問　

　

観
光
振
興
局
が
Ｅ

－

Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
の
事
業

を
展
開
し
て
い
る
が
、
新
た
な
観
光
資
源

の
発
掘
と
し
て
、
最
近
、
新
聞
報
道
に
も

あ
っ
た
「
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
」
へ
の

対
応
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

湯
本
産
業
課
長　

　

観
光
振
興
局
で
は
、
飯
山
線
沿
線
地
域

活
性
化
協
議
会
の
取
組
み
と
連
携
し
て
、

坂
道
が
多
い
当
村
の
地
形
で
の
優
位
性
を

生
か
し
た
Ｅ

－

Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
の
利
用
を
周
遊

手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

書
を
ど
う
評
価
し
、
ど
う
判
断
し
て
い

る
の
か
。

村　

長　

　

ス
キ
ー
場
を
中
心
と
し
た
観
光
産
業

か
ら
安
定
的
な
交
流
関
係
の
構
築
、
農
業

者
も
含
め
た
幅
広
い
事
業
者
が
連
携
し
、

活
性
化
で
き
る
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
が
木
島
平
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
つ
な

が
り
、
ひ
い
て
は
関
係
人
口
、
交
流
人
口
、

い
ず
れ
は
定
住
事
業
に
つ
な
が
る
取
組
み

＝
地
方
の
創
生
に
近
づ
く
取
組
み
だ
と
考

え
る
。
行
政
の
仕
組
み
の
話
も
あ
り
、
少

子
化
対
策
は
全
庁
の
課
題
と
し
て
捉
え
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
所
感
に
つ
い
て
ご
指

摘
い
た
だ
い
た
部
分
は
、
ま
さ
に
行
政
の

課
題
と
し
て
参
考
に
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。
人
員
配
置
や
経
費
等
の
問
題

が
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

質　

問　

　

先
送
り
や
棚
上
げ
で
は
困
る
の
で
、
投

げ
か
け
ら
れ
た
問
題
に
対
し
て
は
ゴ
ー
ル

を
設
定
し
、
そ
の
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
作

業
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
大
事
な

こ
と
。

湯
本
産
業
課
長　

　

ゴ
ー
ル
を
決
め
て
進
め
て
い
く
こ
と
は

非
常
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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質
　
問

村
の
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘

質
　
問

質
　
問

村
　
長

村
　
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

村
　
長

『
覆
水
盆
に
返
ら
ず
』　
慎
重
な
対
応
を

湯
本
産
業
課
長

ス
キ
ー
場
・
ホ
テ
ル
の

　
　
　
運
営
会
社
の
決
算
報
告
は

湯 

本
　
直 

木  

議
員

地
域
活
性
化
起
業
人
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
内
容
は

湯
本
産
業
課
長

湯
本
産
業
課
長

こ
の
ほ
か
に

　『
早
稲
田
大
学
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
の
効
果
』
に
つ
い
て
も
質
問

し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
中
央
駐
車
場

　
　
測
量
業
務
実
施
後
の
状
況
は

湯
本
産
業
課
長

◀一般質問
　会議録



　
「
気
を
遣
わ
ず
頼
み
や
す
く
、
誰
も
が

気
軽
に
助
け
合
え
る
仕
組
み
」
を
め
ざ
し
、

社
協
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
「
る
・
れ

る
ポ
イ
ン
ト
」
の
取
組
み
を
し
て
い
る
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
・
促
進
、
ひ
い
て
は
、

生
き
が
い
対
策
、
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
る
。

①�

福
祉
的
な
観
点
だ
け
で
な
く
、
行
政
で

も
ポ
イ
ン
ト
制
で
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
を
し
て
は
ど
う
か
。

②
ス
マ
ホ
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
を
。

梅
嵜
民
生
課
長

①�

利
用
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増
加
を

　

め
ざ
し
、新
た
な
取
組
み
よ
り
、
利
用

　

し
易
い
取
組
み
の
検
討
、
需
要
喚
起
の

　

情
報
発
信
に
努
め
た
い
。

②�

先
進
事
例
等
を
検
討
し
、
対
応
可
能
か

ど
う
か
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

梅
嵜
民
生
課
長

　

る
・
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
が
非
常
に

少
な
い
の
で
、
ま
ず
は
そ
ち
ら
を
広
め
る

こ
と
で
利
用
を
促
し
て
い
き
た
い
。

髙
木
子
育
て
支
援
課
長

　

援
助
者
の
確
保
、
多
様
化
す
る
家
庭

ニ
ー
ズ
と
対
応
す
る
専
門
性
の
課
題
等
が

あ
り
、
設
置
の
可
否
に
つ
い
て
、
今
後

研
究
し
た
い
。12
月
に
示
す
予
定
の「
教
育

振
興
基
本
計
画
」
の
中
で
触
れ
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

①
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し
て

　

い
る
こ
と
、
村
の
特
色
と
し
て
打
ち
出

　

そ
う
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
。

②�

具
体
的
な
施
策
は
ど
の
段
階
で
検
討
か
。

③�

職
員
確
保
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

早
期
に
「
広
域
化
を
め
ざ
す
事
業
」
の

洗
い
出
し
が
必
要
で
は
。

④�

職
員
の
意
識
共
有
、
本
気
で
取
り
組
む

体
制
作
り
や
、
必
要
だ
と
思
う
こ
と
は
。

村　

長

①�

少
子
化
対
策
・
人
口
減
少
対
策
は
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
の
最
重
要
課
題
。

　

�

安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
、

安
定
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

魅
力
的
な
村
づ
く
り
が
必
要
で
、
そ
の

魅
力
を
よ
り
多
く
発
信
し
、
若
者
を
村

に
呼
び
込
む
必
要
が
あ
る
。

④
全
て
の
職
員
が
共
通
の
課
題
認
識
を

　

持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

丸
山
総
務
課
長

①�

前
期
４
年
で
次
の
「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
横
断
的
に
推
進
。

◉�

「
少
子
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」若
者
の
結
婚
・

　

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る
。

◉�

「
住
み
続
け
た
い
暮
ら
し
実
現
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
未
来
に
つ
な
が
る
安
心

安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
。

◉�

「
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
地
域
へ
の

誇
り
と
愛
着
を
育
む
と
と
も
に
、
新
た

な
人
の
流
れ
を
村
の
活
力
に
つ
な
げ
る
。

②�

「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

「
実
施
計
画
」
で
主
要
な
事
業
の
検
討

と
実
施
を
進
め
る
。

③�

広
域
の
幹
事
会
等
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

関
係
市
町
村
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

④�
策
定
段
階
か
ら
、
職
員
が
自
ら
考
え

　

実
行
す
る
た
め
の
計
画
と
な
る
よ
う
、

　

担
当
係
の
提
案
等
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

　

で
進
め
て
き
た
。

　

全
職
員
が
同
じ
目
標
に
向
か
い
、
高
い

意
識
で
諦
め
る
こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
、

ま
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル(
計
画
・
実
行
・

検
証
・
改
善)

を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と

が
重
要
。

　
①
コ
ン
セ
プ
ト
や
重
視
し
た
い
こ
と
は
。

②
「
農
の
拠
点
」
の
考
え
は
継
続
す
る
か
。  

③
今
後
の
懸
念
や
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
は
。

④
今
後
の
進
め
方(

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル)

は
。

⑤
村
民
へ
の
説
明
と
意
見
聴
取
の
機
会
は
。

村　

長

①�

「
村
の
玄
関
口
と
し
て
村
の
楽
し
み
と

人
を
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
」「
子
ど
も
た

28

村
　
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
の
拡
充
を

第
７
次
総
合
振
興
計
画（
来
年
度
か
ら

８
年
間
）
で
の
重
点
ポ
イ
ン
ト
は

村
　
長

丸
山
総
務
課
長

新
た
な
計
画
や
事
業
の
ス
タ
ー
ト
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
本
気
度
と
熱
意
が
必
須
！！

梅
嵜
民
生
課
長

髙
木
子
育
て
支
援
課
長

江 

田
　
宏 

子  

議
員

　

�

人
を
つ
な
げ
る
と
こ
ろ
」「
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
集
ま
る
と
こ
ろ
」「
お
い
し
い

も
の
が
集
ま
る
と
こ
ろ
」「
ち
ょ
っ
と
立

ち
寄
り
た
く
な
る
賑
わ
い
の
あ
る
と
こ
ろ
」

こ
の
４
点
を
基
本
に
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
提
案
さ
れ
た
機
能
の
導
入
を
検
討
し
、

整
備
方
針
に
反
映
。

　
　

重
視
し
た
い
こ
と
は
、
観
光
客
だ
け

　

�

で
な
く
、
子
育
て
・
孫
育
て
を
さ
れ
て

い
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
憩
い
と
交
流
の

場
に
す
る
こ
と
。

②�

農
産
物
加
工
な
ど
６
次
化
機
能
は
予
定

せ
ず
、「
農
の
拠
点
」
の
考
え
方
は
外
す
。

本
山
産
業
企
画
室
長

③�

懸
念
事
項
は
指
定
管
理
者
の
募
集
要
件

(

指
定
管
理
費
お
よ
び
納
付
金)

の
内
容

に
よ
っ
て
は
、
応
募
事
業
者
が
現
れ
な
い

可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

④�

８
月
に
策
定
の
「
整
備
方
針
」
に
基
づ
き
、

今
年
度
中
に
「
再
整
備
計
画
」(

施
設
機

能
の
配
置
、
施
設
規
模
、
概
算
事
業
費
、

事
業
工
程)

を
策
定
。
令
和
10
年
度
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
見
込
む
。

⑤�

施
設
規
模
、
概
算
事
業
費
を
積
算
し
た

時
点
で
「
再
整
備
計
画
案
」
を
示
し
、

意
見
聴
取(

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募

集)

を
考
え
て
い
る
。

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の

　
　
　
　
　
再
整
備
の
構
想
と
は

本
山
産
業
企
画
室
長

梅
嵜
民
生
課
長

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
子
育
て
版
・
高
齢
者
版
）の
考
え
は

◀一般質問
　会議録
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こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
。

村
で
は
、
こ
の
活
動
に
対
し
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
３
月
末
現
在
63
人
の
方

が
登
録
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
活
躍
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

提
案
の
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

よ
り
も
っ
と
気
軽
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た

仕
事
を
や
っ
て
ほ
し
い
、
や
っ
て
あ
げ

た
い
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
よ
う
な
も
の
」

と
し
て
、
現
在
、
村
で
は
、
社
協
と
の

連
携
事
業
の
中
で
「
る
・
れ
る
ポ
イ
ン

ト
」
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
、
ま
さ
し
く
、
や
っ
て
ほ
し
い
と

や
っ
て
あ
げ
た
い
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
や
っ
て
ほ
し
い
方
の

困
り
ご
と
の
解
消
に
も
な
り
、
や
っ
て

あ
げ
た
い
と
い
う
方
の
就
業
の
場
と
い

う
よ
り
、
や
り
が
い
の
気
持
ち
の
部
分

を
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。

湯
本
産
業
課
長

　

ち
ょ
っ
と
働
き
た
い
と
い
っ
た
要
望

に
対
し
て
、
村
の
農
業
の
実
情
等
を
踏

ま
え
、
受
入
れ
側
と
の
調
整
が
難
し
い
。

ま
た
、
現
に
農
業
振
興
公
社
で
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、
お
や
き
作
り

も
そ
の
活
躍
の
場
の
一
つ
だ
と
思
う
。

行
政
と
し
て
支
援
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、

組
合
の
よ
う
な
仕
組
み
を
必
要
な
方
で

作
っ
て
い
た
だ
く
、
や
っ
て
み
た
い
こ

と
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
、
そ
の
自
主

的
な
仕
組
み
づ
く
り
、
組
織
づ
く
り
に

対
す
る
支
援
な
ど
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

予
防
対
策
と
し
て
、地
区
づ
く
り
懇
談
会

　

開
催
の
希
望
が
あ
っ
た
地
区
に
は
、

　

説
明
を
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、広
報

　

で
現
状
を
伝
え
る
。（
広
報
７
月
号
に

　

掲
載
）

質　

問

　

高
齢
者
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。
健

康
加
齢
を
促
進
し
、
幸
福
に
暮
ら
し
て

い
か
れ
る
持
続
可
能
な
木
島
平
に
向
け
、

少
子
化
、
人
手
不
足
の
現
状
の
中
で
、

村
と
し
て
高
齢
者
等
の
活
力
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
必
要
が
、
今
、
出
て
き
て
い
る
。

「
ち
ょ
っ
と
働
き
た
い
人
」
と
「
ち
ょ
っ

と
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」
を
つ
な
ぐ
取
組

み
は
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
農
業
の
分
野
で
農
業
振
興
公

社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
就
業
の
場
、
農

業
繁
忙
期
の
手
伝
い
は
で
き
な
い
か
。

梅
嵜
民
生
課
長

　

高
齢
者
活
躍
支
援
で
は
、
飯
山
地
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、
高
齢
者

が
地
域
で
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
活
力

あ
る
高
齢
社
会
、
地
域
社
会
づ
く
り
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る

質　

問

　

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
危
険
家
屋
の

増
加
、
ま
た
景
観
な
ど
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
利
用
可
能

な
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
移
住
や
定
住

対
策
の
資
源
で
も
あ
る
。

①
空
き
家
の
状
況
は
。

②�

空
き
家
所
有
者
に
対
す
る
活
用
等
の

意
向
調
査
の
結
果
は
。

③�

特
定
空
き
家
の
認
定
、
所
有
者
へ
の

働
き
か
け
の
状
況
は
。

④�

空
き
家
等
の
情
報
や
、
そ
れ
に
基
づ

く
問
題
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
。

①�

令
和
５
年
度
の
空
き
家
調
査
の
対
象

件
数
は
２
２
０
件
。
こ
の
う
ち
、
所

有
者
が
「
今
後
と
も
住
居
と
し
て
の

利
用
を
見
込
ま
な
い
空
き
家
」
と
し

て
把
握
し
た
件
数
は
１
９
６
件
。
所

有
者
を
確
定
で
き
な
か
っ
た
空
き
家

は
６
件
。

②�

約
６
割
が
「
現
状
維
持
」、次
い
で
「
空

き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
い
」
が
１
割
。

　

�

村
で
は
、
空
き
家
所
有
者
に
対
し
、

適
正
な
維
持
管
理
を
依
頼
す
る
と
と

も
に
、
村
の
空
き
家
に
対
す
る
補
助

制
度
と
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
活
用

を
勧
奨
し
て
い
る
。
空
き
家
バ
ン
ク

の
令
和
５
年
度
の
新
規
登
録
件
数
は
、

過
去
最
多
の
22
件
、
売
買
等
の
成
約

件
数
は
13
件
。

③�

特
定
空
き
家
と
は
、
そ
の
ま
ま
放
置

す
れ
ば
、
倒
壊
な
ど
保
安
上
危
険
と

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
に
あ
る
空

き
家
を
指
す
。
こ
れ
ま
で
認
定
し
た

実
績
は
な
い
。

　

�　

な
お
、
空
き
家
の
う
ち
、
特
定
空

き
家
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
空
き
家

を
「
管
理
不
全
空
き
家
」
と
区
分
し

て
お
り
、
こ
の
件
数
は
令
和
５
年
度

末
で
24
件
あ
る
。
村
で
は
、
所
有
者

に
対
し
適
切
に
管
理
す
る
よ
う
通
知

を
し
て
い
る
。

④�

令
和
５
年
度
の
空
き
家
に
関
す
る
相

談
件
数
は
58
件
。
空
き
家
の
管
理
業

者
の
紹
介
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
、
空
き
家
に
関
す
る
補
助
制
度
な

ど
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
。
ま
た
、

空
き
家
所
有
者
に
対
す
る
適
正
な
管

理
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
納

税
通
知
書
の
送
付
等
に
合
わ
せ
て
啓

発
資
料
を
同
封
し
、
適
正
な
管
理
を

促
し
て
い
る
。

　

�　

空
き
家
に
対
す
る
認
識
と
現
状
、

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る

　
　
　
　
　
　
木
島
平
村
型
環
境
づ
く
り
へ

空
き
家
対
策
の
現
状
は

今
年
度
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

対
応
、
評
価
は

質
　
問

質
　
問

湯
本
産
業
課
長

梅
嵜
民
生
課
長

本
山
産
業
企
画
室
長

山 

本
　
隆 

樹  

議
員

高
齢
者
活
躍
支
援

◀一般質問
　会議録



育
て
支
援
策
や
移
住
定
住
に
関
す
る
判

断
か
ら
も
非
常
に
重
要
と
考
え
る
。
来

年
度
、
給
食
費
無
償
化
補
助
の
割
合
を

引
き
上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

村　

長

②�

子
育
て
支
援
策
の
全
体
的
な
負
担
軽
減

の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

高
木
子
育
て
支
援
課
長

①�

小
・
中
学
生
が
給
食
の
無
償
化
を
実
施

し
た
場
合
の
予
算
は
、
６
年
度
ベ
ー
ス

で
２
１
０
０
万
円
。

②�

無
償
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
の

動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
財
源
確
保
を

進
め
る
中
で
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

質　

問

　

本
村
の
人
口
の
推
移
は
、
昭
和
55
年

以
降
減
少
が
続
い
て
お
り
、
昭
和
55
年

６
０
７
７
人
、
令
和
２
年
４
３
７
５
人
、

令
和
27
年
に
は
２
７
０
３
人
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
急
激
な
人
口
減
少
は
、
村

の
経
済
規
模
の
縮
小
や
生
活
水
準
の
低
下
、

社
会
保
障
の
負
担
増
、
経
済
活
動
、
社
会

生
活
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
対
応
策
は
。

村　

長

　

結
婚
祝
金
、
入
学
祝
金
な
ど
支
援
策
を

で
11
億
３
９
０
０
万
円
、
ホ
テ
ル
で
８
億

８
７
０
０
万
円
等
、
合
計
21
億
１
０
０

万
円
を
試
算
、
13
年
間
で
25
億
９
５
８

万
円
削
減
。
単
年
度
の
概
算
は
５
３
５
０

万
円
と
試
算
さ
れ
る
。

③
４
万
４
０
０
０
人
。

④�

ど
の
よ
う
な
形
に
し
て
い
く
か
は
、
い
ず

れ
も
今
後
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｔ
ｈ
ｅ
き
じ
ま
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
も
含
め
、

ス
キ
ー
場
の
運
営
に
つ
い
て
要
請
し
、

各
団
体
関
係
者
の
意
見
等
、
運
営
事
業

者
に
伝
え
て
い
く
立
場
で
あ
る
。

村　

長

⑤�

意
見
交
換
の
場
は
、
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
村
と
し
て
も
、

で
き
る
だ
け
ス
キ
ー
場
の
来
年
の
運
営

方
針
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
る
。

質　

問

　

公
立
の
小
・
中
学
校
で
給
食
費
を
完
全

無
償
化
す
る
動
き
が
、
物
価
の
高
騰
な
ど

を
背
景
に
、
全
国
の
自
治
体
に
広
が
っ
て

い
る
。

①�

小
・
中
学
生
の
給
食
費
無
償
化
を
実
施

し
た
場
合
、
予
算
は
ど
の
く
ら
い
か
。

②�

学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
施
策
は
、
子

30

村
　
長

質　

問

　

４
月
、
ス
キ
ー
場
運
営
事
業
者
と
村
民

と
の
意
見
交
換
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の

内
容
を
踏
ま
え
て
質
問
す
る
。

①�

雇
用
の
継
続
、
労
働
環
境
の
継
続
は

さ
れ
た
の
か
。

②
民
営
化
に
伴
う
財
政
負
担
軽
減
の
効
果
は
。

③
今
シ
ー
ズ
ン
の
入
込
み
数
は

④�

来
シ
ー
ズ
ン
の
ポ
ー
ル
バ
ー
ン
、
大
会

開
催
は
ど
う
な
る
か
。

⑤�

ス
キ
ー
場
運
営
事
業
者
と
村
の
関
係
者

に
よ
る
意
見
交
換
の
場
を
。

湯
本
産
業
課
長

①�

自
主
退
社
を
除
き
、
多
く
の
従
業
員
の

雇
用
の
継
続
、
労
働
環
境
の
継
続
が
さ

れ
て
い
る
。

②�

４
年
間
で
ス
キ
ー
場
に
要
す
る
経
費

と
し
て
３
億
５
２
９
０
万
円
、
旧
パ
ノ

ラ
マ
ラ
ン
ド
木
島
平
に
要
す
る
経
費
と

し
て
２
０
１
８
万
円
等
、
合
計
４
億

８
８
８
万
円
が
軽
減
額
と
考
え
る
。

　

�

ま
た
、
令
和
５
年
か
ら
令
和
17
年
ま
で

の
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改
修

と
、
維
持
管
理
費
を
盛
り
込
ん
だ
公
共

施
設
総
合
管
理
計
画
で
は
、
ス
キ
ー
場

ス
キ
ー
場
は
関
係
村
民
の
意
見

　
　
要
望
を
組
み
入
れ
て
運
営
を

給
食
費
無
償
化
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
ず
に

質
　
問

質
　
問

質
　
問

村
　
長

村
　
長

湯
本
産
業
課
長

民
営
化
・
民
間
貸
与
し
た
施
設
の
運
営
は
、
村
の

発
展
や
村
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
か

実
効
あ
る
少
子
化
・
過
疎
化
対
策
を

進
め
て
き
た
が
、
経
済
支
援
だ
け
で
な
く
、

若
い
世
代
が
求
め
る
地
域
環
境
づ
く
り
に

も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
７
次
総
合
振
興
計
画
の
素
案
で
は
、

「
少
子
化
対
策
、
住
み
続
け
た
い
暮
ら
し

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
定
し
、
重
点

的
に
推
進
す
る
等
、
関
連
施
策
を
横
断
的

に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

質　

問

　

今
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
地
方
自
治

法
改
定
案
は
、
政
府
が
国
の
安
全
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
と
判
断
す
れ
ば
、

国
に
地
方
自
治
体
へ
の
広
範
な
指
示
権
を

与
え
る
と
い
う
も
の
で
、
災
害
や
感
染
症

を
例
示
し
て
い
る
が
「
そ
の
ほ
か
」「
こ

れ
に
類
す
る
」
な
ど
、
事
態
の
範
囲
は
極

め
て
曖
昧
で
、
さ
ら
に
、
発
生
の
「
お
そ

れ
が
あ
る
」
な
ど
判
断
は
全
て
政
府
に
委

ね
ら
れ
、
国
会
に
も
諮
ら
ず
、
恣し

い

て

き

意
的 

運
用
が
可
能
で
あ
り
、
地
方
自
治
が
侵
さ

れ
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
村
が
率
先
し

て
意
見
書
を
上
げ
、
反
対
の
意
思
を
示
す

こ
と
が
重
要
。
ど
う
考
え
る
か
。

村　

長

　

現
時
点
で
意
見
書
の
提
出
は
、
考
え
て

い
な
い
。

　

大
き
な
自
然
災
害
や
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

と
い
う
状
況
等
、
村
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
に
は
、
国
の
支
援
の
中
で
の
統
一
的

な
対
策
は
必
要
と
考
え
る
。

山 

浦
　
　
登  

議
員

髙
木
子
育
て
支
援
課
長

村
　
長

質
　
問

地
方
自
治
法
改
定
案
を
ど
う
考
え
る
か

◀一般質問
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本
山
産
業
企
画
室
長

　

対
象
に
で
き
る
旨
の
回
答
を
得
て
い
る
。

本
山
産
業
企
画
室
長

　

今
後
策
定
す
る
再
整
備
計
画
の
中
で
示

す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
仮
に
事
業
費
が

４
億
円
と
し
た
場
合
、
国
庫
補
助
金
が

事
業
費
の
２
分
の
１
の
２
億
円
、
残
り

の
２
億
円
は
過
疎
債
を
予
定
。
過
疎
債

の
償
還
に
対
す
る
交
付
税
措
置
も
加
味

す
る
と
、
事
業
費
の
85
％
補
助
と
な
り
、

村
の
負
担
額
は
６
０
０
０
万
円
と
な
る
。

質　

問

　

収
益
事
業
に
か
か
わ
る
赤
字
補
填
や

駅
長
・
事
務
員
の
経
費
を
、
村
か
ら
支
出

す
る
こ
と
は
な
い
か
。

本
山
産
業
企
画
室
長

　

予
定
し
て
い
な
い
。

質　

問

　

収
益
機
能
の
整
備
に
要
し
た
過
疎
債
還

額
の
３
割
相
当
額
を
償
還
期
間
中
、
村
へ

納
付
す
る
と
し
て
い
る
が
、
制
度
上
問
題

な
い
か
。

本
山
産
業
企
画
室
長

　

問
題
な
い
と
確
認
し
て
い
る
。

質　

問

　

村
に
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
と
地
元

雇
用
は
。

本
山
産
業
企
画
室
長

　

経
済
波
及
効
果
は
、
導
入
機
能
を
決
定

し
て
い
な
い
の
で
試
算
し
て
い
な
い
。

　

地
元
雇
用
は
、
考
え
方
を
審
査
項
目
に

加
え
、
雇
用
を
促
す
。

丸
山
総
務
課
長

　

交
付
税
措
置
さ
れ
な
い
部
分
は
、
少
な

か
ら
ず
影
響
が
出
る
。

質　

問

　

仮
に
過
疎
債
を
２
億
円
借
り
た
場
合
、

借
入
れ
時
点
と
償
還
ピ
ー
ク
時
の
財
政
健

全
化
判
断
比
率
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率

と
将
来
負
担
比
率
は
ど
う
な
る
。

丸
山
総
務
課
長　

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
令
和
９
年
度
、

令
和
10
年
度
と
も
現
計
画
と
ほ
ぼ
同
じ
11

・
2
％
。な
お
、一
般
会
計
の
み
の
公
債
費

の
ピ
ー
ク
は
令
和
10
年
度
と
な
る
。

　

将
来
負
担
比
率
は
、
令
和
８
年
度
が

37
・
８
％
、令
和
９
年
度
が
52
・
３
％
、ピ
ー

ク
時
の
令
和
10
年
度
は
52
・
７
％
と
な
る
。

村　

長

　

８
月
に
予
定
す
る
整
備
方
針
を
定
め
る

中
で
意
向
を
確
認
し
た
い
。

本
山
産
業
企
画
室
長

　

現
施
設
の
う
ち
東
側
の
飲
食
物
販
施
設

部
分
を
残
し
、
建
物
の
構
造
上
の
課
題
が

あ
る
西
側
の
マ
ル
シ
ェ
ホ
ー
ル
や
、
加
工

室
が
あ
る
棟
を
取
り
壊
し
て
、
新
た
に
必

要
な
規
模
の
建
物
を
新
築
す
る
。

　

ま
た
、
導
入
機
能
と
し
て
は
、
村
が
必
須

と
考
え
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
公
衆

ト
イ
レ
、
飲
食
提
供
施
設
、
農
産
物
等
販

売
施
設
、
屋
内
外
一
体
的
に
利
用
で
き
る

遊
び
場
、
こ
れ
と
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

で
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
簡
易
宿
泊
施
設
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
ブ
ル
ワ
リ
ー
、
生

ハ
ム
製
造
所
の
導
入
の
可
否
を
検
討
す
る
。

質　

問

　

簡
易
宿
泊
施
設
は
や
り
た
く
な
い
と
い

う
人
も
い
る
と
思
う
が
。

本
山
産
業
企
画
室
長

　

必
須
と
し
な
い
。

質　

問

　

龍
興
寺
清
水
と
木
島
平
米
を
原
料
に

し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
製
造
販
売
と
、

み
ゆ
き
ポ
ー
ク
を
原
料
に
し
た
生
ハ
ム

の
製
造
販
売
が
導
入
機
能
の
一
部
に
あ
る

が
、
原
料
確
保
の
見
通
し
は
。

本
山
産
業
企
画
室
長

　

現
時
点
で
導
入
を
決
定
し
た
も
の
で
は

な
く
、
精
査
し
て
い
な
い
。

質　

問

　

み
ゆ
き
ポ
ー
ク
は
原
料
確
保
が
非
常
に

難
し
い
と
思
う
が
。

本
山
産
業
企
画
室
長

　

生
ハ
ム
は
必
須
機
能
と
す
る
か
見
極
め
る
。

村　

長

　

信
州
サ
ー
モ
ン
の
生
ハ
ム
の
提
案
も

受
け
て
い
る
。
将
来
的
に
採
算
と
か
効
果
、

検
証
が
必
要
。

質　

問

　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
項
目
に
、
施
設

運
営
の
収
支
予
測
が
あ
る
が
、
ど
の
く
ら

い
か
。

本
山
産
業
企
画
室
長

　

事
業
者
が
予
測
し
た
売
上
高
は
２
億

１
０
０
０
万
円
。

質　

問

　

現
施
設
の
一
部
取
壊
し
費
用
と
簡
易

宿
泊
施
設
も
、
国
の
交
付
金
や
過
疎
債
の

対
象
に
な
る
の
か
。

村
　
長

質
　
問

質
　
問

村
　
長

質
　
問

本
山
産
業
企
画
室
長

道
の
駅
は
再
生
な
る
か
?!

収
益
事
業
な
ど
不
確
定
な
部
分
も
多
く
、
今
後
検
討

丸
山
総
務
課
長

再
整
備
が
、
現
在
あ
る
実
施
計
画

や
財
政
に
与
え
る
影
響
は

山 

﨑
　
栄 

喜  

議
員

※�

実
質
公
債
費
比
率
と
は
…
実
質
的
な
公

債
費
相
当
額
の
一
般
財
源
に
占
め
る
割

合
。
18
％
を
超
え
る
と
地
方
債
発
行
に

は
県
知
事
の
許
可
が
必
要
に
な
る
。

※�

将
来
負
担
比
率
と
は
…
土
地
開
発
公
社

や
損
失
補
償
を
行
っ
て
い
る
出
資
法
人

な
ど
も
含
め
、一
般
会
計（
普
通
会
計
）

　

が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の

　

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
。
早
期

　

健
全
化
基
準
は
３
５
０
％
。

整
備
方
針(

案)

の
概
要
は

質
　
問

質
　
問

本
山
産
業
企
画
室
長

概
算
事
業
費
、財
源
、実
質
村
負
担
額
は

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

丸
山
総
務
課
長

本
山
産
業
企
画
室
長

本
山
産
業
企
画
室
長

本
山
産
業
企
画
室
長

本
山
産
業
企
画
室
長

本
山
産
業
企
画
室
長

本
山
産
業
企
画
室
長

本
山
産
業
企
画
室
長

◀一般質問
　会議録

フ
ァ
ー
ム
ス
へ
の

　
　
　
直
売
所
た
る
川
の
参
画
は

本
山
産
業
企
画
室
長
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で
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く
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6
月
24
日
、
第
２
回
目
の
せ
っ
こ
塾

は
、
北
信
教
育
事
務
所
よ
り
指
導
主
事

を
お
招
き
し
て
、
体
力
づ
く
り
教
室
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
体
力
と
は
」
の
座
学
か
ら
始
ま
り
、

「
手
ぬ
ぐ
い
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
」、

「
簡
単
な
体
力
テ

ス
ト
」、「
無
理
の

な
い
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
な
ど
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第２回せっこ塾「体力づくり教室」を行いました第２回せっこ塾「体力づくり教室」を行いました

　

今
年
も
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
始
ま
り

ま
し
た
。
最
初
の
種
目
は
空
手
で
す
。
指
導

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
、
全
日
本
空
手
道
連

盟
会
員
で
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
山
本
啓
太
さ
ん
（
中
町
）
で
す
。

　

当
日
は
、
正
座
し
て
両
手
を
つ
い
て
礼
を

す
る
と
い
う
武
道
な
ら
で
は
の
挨
拶
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

空
手
の
動
き
方
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
子

ど
も
た
ち
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
ま
で
他
３
種
類（
８
／
３
ボ
ッ
チ
ャ
・

９
／
21
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
・
10
／
12
ミ
ニ
テ
ニ

ス
）
の
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
す
。
学
校
の

体
育
で
は
経
験
し
な
い
種
目
ば
か
り
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。

農
村
交
流
館
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
２
０
２
４
が
始
ま
り
ま
し
た

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
２
０
２
４
が
始
ま
り
ま
し
た
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本
年
度
か
ら
新
た
な
講
座
と

し
て
、
６
月
～
３
月
ま
で
全
10

回
を
開
催
し
ま
す
。

　

6
月
21
日
に
第
１
回
を
開
催

し
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ（
※
）の
ロ
ス
・

ジ
ャ
ス
テ
ン
先
生
を
講
師
に
、

「
講
座
中
は
、
原
則
、
日
本
語

の
使
用
禁
止
」
と
い
う
縛
り
の

中
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

大人の楽しい英会話

　

７
月
13
日
～
14
日
、
村
育
成
会
の

地
域
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

運
営
に
は
、
中
学
生
の
実
行
委
員

も
入
り
、
本
年
度
は
、
ケ
ヤ
キ
の
森

公
園
で
遊
び
、
昼
食
を
作
っ
て
食
べ

た
後
、
カ
ヤ
の
平
で
キ
ャ
ン
プ
を
行

い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
考

え
て
遊
び
を
創
り
出
す
な
ど
、
自
然

と
密
着
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
焚
火
で
ご
飯
を
炊
い
た
り
、

カ
レ
ー
を
作
っ
て
み
ん
な
で
食
べ
た

り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

夜
に
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を

囲
ん
で
「
マ
イ
ム
マ
イ
ム
」
や
「
ジ

ェ
ン
カ
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
み
ん
な

で
踊
っ
た
り
、
真
っ
暗
な
建
物
に
入

っ
て
肝き

も
だ
め試

し
も
行
い
ま
し
た
。

　

宿
泊
は
、
テ
ン
ト
で
友
達
と
一
晩

過
ご
す
な
ど
、
日
常
の
生
活
か
ら
離

れ
た
体
験
を
し
た
こ
と
で
、
一
回
り

た
く
ま
し
く
な
っ
た
子
も
い
た
よ
う

で
す
。

　

育
成
会
で
は
、
今
後
も
様
々
な
活

動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

～はじまりました～

地地
域域
体体
験験
活活
動動

育
成
会
キ
ャ
ン
プ

楽しかったキャンプファイヤー楽しかったキャンプファイヤー

ハンモックハンモック 火起こし体験火起こし体験

（
※
）Assistant Language Teacher

           

／
外
国
語
指
導
助
手



34

　

ド
コ
モ
飯
山
店
な
ど
も
管
轄
す
る

（
株
）
テ
ィ
ー
ガ
イ
ア
に
よ
る
ス
マ
ホ

教
室
の
応
用
編
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
に
つ
い
て
、
１
段
階
前
に
進

ん
だ
使
い
方
を
学
び
ま
す
。

　

当
日
は
、
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
で

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

《
主
な
メ
ニ
ュ
ー
》

・
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
し
て
み
る

・
公
金
受
取
の
口
座
登
録
し
て
み
る

・
確
定
申
告
を
し
て
み
る

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
み
る

・�

国
土
地
理
院
地
図
を
使
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
所
を
見
て
み
る

・
年
金
の
情
報
を
確
認
し
て
み
る

・�

村
が
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
み
る　

な
ど

　

初
回
は
、
8
月
22
日
（
木
）
午
後
1

時
30
分
～
午
後
4
時
ま
で
（
全
10
回
）

会　

場
：
農
村
交
流
館

参
加
費
：
無
料

持
ち
物
：
ご
自
分
の
ス
マ
ホ

申
込
み
：
公
民
館

　
　
　
　

０
２
６
９
―

８
２
―

２
０
４
１

　

詳
し
く
は
、
村
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ホ
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ

７
月
20
日
、
樽
川
水
系
管
理
組
合
の

樽
川
水
系
水
源
地
視
察
に
同
行
す
る
形

で
開
催
し
ま
し
た
。

現
在
の

樽
川
の
水

が
守
ら
れ

て
い
る
の

は
、
１
６

０
０
年
代

の
江
戸
時

代
に
起
こ

っ
た
樽
川

水
系
（
山
論
）
水
論
が
要
因
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
そ
の
際
の
取
り
決
め
が
現
在

も
守
ら
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
に

現
地
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

視
察
は
、
年
に
１
度
、
こ
の
時
期
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
探
検
隊

ふ
る
さ
と
探
検
隊

　

本
年
度
は
、
6
月
14
日
、
6
月
28
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
、「
呼
吸
に
つ
い
て
」
の

お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
実
際
の
呼
吸
に

つ
い
て
学
び
、
第
２
回
目
は
、
そ
の
呼

吸
を
し
な
が
ら
太
極
拳
の
動
き
を
し
て

い
く
も
の
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
身
体
の
中

心
（
丹た

ん
で
ん田
）
を
意
識
し
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
動
い
て
い
る
だ
け
で
、
汗
を
か
い

て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

太
極
拳
に
つ
づ
き
、
7
月
5
日
か

ら
全
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
は

異
な
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
が
中
心

と
な
り
、
上
半
身
で
は
首
・
肩
・
背

中
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
に
、
下
半

身
は
、
体
幹
周
り
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を

中
心
に
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
動
き
に
苦
戦
し
て
い

ま
し
た
が
、
運
動
後
は
体
が
ほ
ぐ
れ
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
様
子
が
伺

え
ま
し
た
。

ス
テ
キ
な
カ
ラ
ダ
を
つ
く
り
ま
専
科

～
樽
川
水
源
を
見
に
行
こ
う
～

～
樽
川
水
源
を
見
に
行
こ
う
～

～
太
極
拳
～

～
ボ
デ
ィ
コ
ン

　
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
～

深沢の円筒分水深沢の円筒分水

長坂組合長からの説明（剣沢堰にて）長坂組合長からの説明（剣沢堰にて）
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今月の一冊

図書館だより図書館だより

☆児童図書児童図書☆

☆新着図書新着図書☆

ちっちゃな図書館往郷911-7若者センター内　☎82-3111(内線206)　月曜日休館開館時間・平日9時～17時45分／土日祝8時30分～17時15分

木島平小学校  教諭 松井真
ま い こ

衣子
「せんせいあのね…」で始まる、子どもたちから出てくる言
葉には、大人には考えつかないような、子どもならではの世界
があると思います。この本は、小学校教諭の鹿島和夫先生が、
日記ノート「あのね帳」から選んだ子どもたちの呟

つぶや

きが詰まっ
ています。さらに、ヨシタケシンスケさんが、子どもたちの呟
きに可愛らしいユニークな絵を添えている一冊です。
気になった呟き、お気に入りの呟きをいくつか紹介します。

「せんせいあのね　なんでそらのほしは　ほしのかたちがして
ないの」「かげは　じぶんを　だっこしてくれるように　つい
てくる」「わたしのせんせいは　てつぼうを　10かいさせます　
せんせいは　いっかいもやりません」大人になった今、この本
を読むと、子どもの物の見え方に、面白さや感性の豊かさを感
じるとともに、思わずドキッとさせられることもあります。か
つては、そんなことを考えたこともあったな～と感じながら、クスッと笑いあり、ほっこり心温まる
子どもたちの呟きを、楽しんでみてはいかがでしょうか。

『一年一組 せんせいあのね
　 こどものつぶやきセレクション』

選：鹿島和夫
絵：ヨシタケシンスケ

どろどろ～んオバケーヌの心
し ん り

理テスト（中
な か じ ま

嶋真
ま す み

澄）夜
よ あ

明けをまつどうぶつたち（ファビオラ・アンチョレナ）
釣
つ

って食
た

べて調
し ら

べる深
し ん か い ぎ ょ

海魚（平
ひ ら さ か

坂寛
ひろし

）　おもしろすぎる山
や ま

図
ず か ん

鑑（ひげ隊
たいちょう

長）　がいこつ（谷
た に か わ

川俊
し ゅ ん た ろ う

太郎・和
わ だ

田誠
まこと

）
なつのいちにち（はたこうしろう）　

方
言
っ
て
、
そ
の
郷
土
の
特
色
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
「
な
っ
ち
ょ

だ
え
」
は
、「
ど
ん
な
（
様
子
・
具
合
）
だ
」

と
い
っ
た
意
味
で
使
い
ま
す
が
、
挨
拶
な

ど
に
使
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
お
め
ぇ
～
、
最
近
な
っ
ち
ょ

だ
～
」
と
、
こ
ん
な
具
合
で
す
。

ま
た
、
方
言
は
、
年
代
の
壁
を
取
り
払

う
魔
法
の
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

方
言
に
丁
寧
な
言
い
方
が
無
い
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、「
そ
う
で
す
か
？
」
と
い
う

表
現
は
「
そ
う
だ
ん
か
え
？
」
と
な
り
ま

す
。
方
言
を
使
う
こ
と
で
、
急
に
人
同
士

の
距
離
（
感
）
が
近
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

近
年
は
少
子
高
齢
化
が
著
し
く
な
り
、

特
に
３
世
代
交
流
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

祖
父
母
と
孫
の
接
点
が
減
り
、
日
常
的

に
方
言
を
耳
に
す
る
こ
と
が
減
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
方
言
を
伝
承
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
の
若
者
た
ち
は
、

ど
の
く
ら
い
木
島
平
の
方
言
を
知
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

来
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
木
島
平
の
方

言
を
特
集
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
　
木
島
平
の
方
言
①

シ
リ
ー
ズ
　
木
島
平
の
方
言
①

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

知られざるマヤ文明ライフ（譽
こ ん だ

田亜
あ き こ

紀子）　アイヌ文化で読み解く「ゴールデンカムイ」（中
な か が わ

川裕
ひろし

）
いきものづきあいルールブック（一日一種）　首

く び き

木の民
た み

（誉
ほ ん だ

田哲
て つ や

也）　日本酒はおいしい！（ワダヨシ）
盛り上がるごちそう見えごはん（hitomi）　ジュニアのためのスポーツ栄養（柴田麗

うらら

）　古事記転生（サム）
こどもに聞かせる一日一話2（福音館書店「母の友」編集部）つっきーとカーコのかぞく（おくはらゆめ）
ペット探偵事件ノート（赤羽じゅんこ）　谷から来た女（桜木紫

し の

乃）　かわいないで（加
か の う

納愛
あ い こ

子）



 

    田中   志
ゆ き

くん

令和３年９月２日生まれ

359

（高石区/剛
つよし

さん・咲
さき

さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBD
のどちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳
しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 ８月１日現在
（令和 2 年国勢調査に基づく推計値）

1,971（-5） 2,121（-3） 4,092（-8）1,539（+3)

　
虫
探
し
が
好
き
で
、
ト
ミ
カ
ヒ
ー

ロ
ー
ズ
の
ジ
ョ
ブ
レ
イ
バ
ー
に
は

ま
っ
て
い
る
志
く
ん
。

　
好
き
な
食
べ
物
は
、
梅
干
し
や
チ

キ
ン
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
で
す
。
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８月掲載承諾分動きの人人人人

村
長
ひ
と
こ
と
（
100
）

平
和
の
祭
典

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

　

パ
リ
は
北
海
道
よ
り
北
に
位
置
し
ま
す
が
、
海
流
と
偏
西
風

の
た
め
比
較
的
気
候
は
温
暖
で
、
雨
が
少
な
く
湿
度
が
低
い
そ

う
で
す
。
各
国
の
選
手
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
パ
リ
は
、
前

回
の
東
京
よ
り
環
境
は
い
い
よ
う
で
す
。
日
本
人
選
手
が
活
躍

し
、
寝
不
足
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人
類
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
日
本
の
戦
後
復
興
と
経
済
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
中
で
数
々
の
名
場
面
や

ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
回
も
多
く
の
選
手
の
活
躍
が
伝

え
ら
れ
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
同
じ
番
組
の
中
で
今
起
き
て
い
る
戦
争
や
紛
争
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
違
和
感
を
覚
え
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
平
和
の
祭
典
は
幾
度
も
世
界
情
勢
に
翻ほ
ん
ろ
う弄

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
４
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
日

中
紛
争
の
激
化
に
よ
っ
て
幻
と
な
り
、
１
９
８
０
年
の
モ
ス
ク

ワ
で
は
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
抗
議
し
、
ア
メ
リ
カ

を
中
心
に
多
く
の
国
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
逆
に
１
９
８
４
年
の
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
ア
メ
リ
カ
の
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
に
抗
議
す
る
ソ

連
な
ど
東
欧
諸
国
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
多
く
の
選
手
が
涙
し
ま
し

た
。
パ
リ
で
も
参
加
で
き
な
い
国
、
選
手
が
い
ま
す
。
加
え
て

近
年
は
、
ネ
ッ
ト
の
中
で
選
手
や
審
判
員
に
対
す
る
誹
謗
中
傷

が
飛
び
交
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
残
念
で
す
。

し
か
し
、
出
場
選
手
に
と
っ
て
は
様
々
な
試
練
に
耐
え
、

時
に
は
何
か
を
犠
牲
に
し
て
掴
ん
だ
出
場
機
会
で
あ
り
、
最
高

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
る
舞
台
で
す
。
夢
を
追
う
一
個
人

と
し
て
の
立
場
と
、
国
の
代
表
と
し
て
の
立
場
を
背
負
う
選
手

の
努
力
と
苦
労
に
敬
意
を
表
し
、
そ
の
栄
冠
を
祝
福
し
ま
す
。

※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

ごめいふくをお祈りします

　      7   .  3         中　町     　嘉部　幸
ゆ き こ

子　　    （85）
　      7   .  8         栄　町     　畔上　松

まつぞう

藏　　    （89）
　      7   .18         中　島     　瀧澤　志

し ろ う

郎　　    （76）
　      7   .28         市之割     　山本  とくゑ　　 （93）
　      7   .30         西　町     　小林　  昇

のぼる

　　        （77）

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 1,700 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。
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